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αラμɾϘ΢ル͔ΒϝルςΟンάɾϙοτ΁

αラμ・Ϙウϧからメϧティンά・ϙットへ
協ۀاࢍ
ۀԉ事ࢧ૪的外部資ۚの֫得ڝ
Պ研අ࠾択課題を紹介します
ฏ成29年౓あらたに人間生活文化研究所の特ผ研究һとなったํ々
日本学ज़ৼڵ会 Պ学研究අ助成事ۀ ฏ成29年౓࠾択課題
ަ・学ज़研究・協力ࡍࠃ ྲྀ事ۀ
オンラインジϟーナϧh 人間生活文化研究ɿ
*OUeSOaUioOaM +oVSOaM oG HVNaO $VMUVSe 4UVEieTʱ
大ࢠঁ࠺大学 ઓུ的ݸ人研究අ
人間生活文化研究所 研究අ助成事ۀ
お知らせ
人間生活文化研究所 研究අ助成事ۀ関連 カϨンμー 2017
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協 賛 企 業 人間生活文化研究所の事ۀは、多くのۀاのօ༷からごࢧԉいただいています。

　大ࢠঁ࠺大学の人間生活文化
研究所ウェϒ・ϖージをΈると、

「所௕からのメッηージ」を読むこ
とができる。メッηージは、؆ܿに
研究所の現在の໾ׂを紹介してお
り、2008年をڥに、研究所が、それ
までのࣗવՊ学中心から、「生活
の学」全Ҭにスコープを広͛たこ
と、また、研究所の事ۀも、研究そ
れࣗମの推進から、それを継続し
つつ༷々な研究αϙート活動へと
ల開を਱͛たことがわかる。そこ
で、研究所が出しているオンライン
ジϟーナϧh 人間生活文化研究ʱ
/o�26 	2016年
にアクηスしてΈ
た。658ทという大部のもので、ݪ
ஶ論文12、報37ࠂ、資料10がࡌܝ
されている。ݪஶ論文も報ࠂも資
料も、すべて、人文Պ学、社会Պ
学、ࣗ વՊ学のྖҬに広がってお

り、メッηージ通り、「生活の学」全
般に、研究対象が֦大している。
また、投稿ݪ稿も、本学の教һの
Έならず、かなりの数の学外研究
者がࣥචしており、本学における
研究の社会的広がりを認識させる
ものとなっている。
　大学教һは、֤ 人がそれͧれ専
門のྖҬを持っている。そして、専
門のྖҬには、それͧれ学会とい
う組৫があり、֤ 人の専門研究は、
その学会で発表され、論文として
やعされて認知を受ける。কࡌܝ
囲ޟのੈքほどの「།֨社会」で
はないといえ、研究者は、ここを主
ઓ場として、日々、ݫしいڝ૪に௚
面する。研究は、それࣗମの಺在
的論理にͮجいてࣗݾల開してい
くଆ面、いいかえれ͹ニーζではな
くシーζにͮجいてల開していく

ଆ面があり、ある意ຯでは、ด࠯
的構଄を持っている。これは研究
にとってඞવ的なものであるが、
これだけではパラμイム・νェンジ
はなかなか起きない。その場合に
ඞཁとなるのは、ҟ物のࠞೖであ
る。研究所は、実に多༷な研究ྖ
Ҭをแઁしている。さしあたりは、
αラμ・Ϙウϧかもしれないが、こ
れがメϧティンά・ϙットになれ
͹、৽しい化学ม化が期଴でき
る。研究所が、そうした機能を果
たしてくれることを期଴したい。

લాݐઃࣜגۀ޻ձࣾ
ࣛౡݐઃࣜגձࣾ
ਗ਼ਫݐઃࣜגձࣾ
μイμンࣜגձࣾ
ߦҪॅ༑ۜࡾձࣾࣜג
޻ձࣾ۝ిࣜג

ձࣾࣜג੡ύン࡚ࢁ
ձࣾオンϫーυϗールσΟンάεࣜג
ձࣾࣜגඛ஍ॴࡾ
ॴ࡞ձࣾԬଜ੡ࣜג
෋࢜θϩοΫεࣜגձࣾ
ӽҏ੎୮ϓϩύςΟɾσβインࡾձࣾࣜג

ΩϢーϐーࣜגձࣾ
౦ژέーλϦンάࣜגձࣾ
ߦձࣾ಺ా༸ࣜג
S.#C೔ࣜג݊ূڵձࣾ
ձࣾதଜ԰ࣜג

͓஌Βͤ

ʪେࢠঁ࠺େֶ人間生活文化研究ॴʫ

▶ χϡーζϨλーͷ࠷৽߸͓ΑͼόοΫナンόー͸ϗーϜϖージΑΓ͝覧͍͚ͨͩ·͢ɻ （ॱ不同、2017年6݄30日現在）

େ
࠺

ঁ
ࢠ

େ
ֶ

人
間

生
活

文
化

研
究

ॴ
χ

ϡ
ー

ζ
Ϩ

λ
ー

平
成

29年
7月

13日
発

行
大࠺学Ӄ 理事௕

大ࢠঁ࠺大学 学௕

ҏ౻　ਖ਼௚

ʹʯۀࣄଃ資料ൖૹدձʮڠେֶਤॻཱؗࢲ ˙ ୒͞Ε·ͨ͠ʂʂ࠾
当研究所では、ミϟンマー連๜共࿨ࠃࠃ立ਤॻؗに対する
資料整උࢧԉ事ۀを行っています。その事ۀの一؀として、
ձڠେֶਤॻཱؗࢲಇͯ͠ڠ年౓ॳめて、ຊֶਤॻؗͱࡢ
ʮدଃࢿྉൖૹۀࣄʯにਃ੥͠、ୈ1ճ、ୈ�ճͱ΋に࠾୒。今
年౓も5݄に同事ۀにਃ੥したところ࠾択され、約660࡭の英
文学ज़研究ਤॻをミϟンマー連๜共࿨ڥࠃࠃ地Ҭ開発民଒
ল民଒大学ਤॻ （ؗ同ࠃ、ザΨイン؅۠）に送りಧける予定です。

˙ େࢠঁ࠺େֶത෺ؗ΁ͷྗڠ

˞ ͜のカレンμーについてのお問い合Θͤ先͸ɺὸ0���27���0�7（千代田キャンパス಺ઢ���0）ですɻ

人間生活文化研究ॴ 研究අॿ੒ؔۀࣄ࿈ ΧϨンμー　2017

Պ研අਃ੥࠲ߨʮՊ研क़ʯ ઓུతݸ人研究අ ಉ研究ϓϩジΣΫτڞ 研究һ研究ॿ੒

7.28 　17:30～19:00
)���ୈ�ճ科研塾
ʢԙ�ઍ୅ాΩϟϯύεʣ
ʲ಺༰ 申r請ͷૅج஌ࣝ

˞申請಺༰ʹؔ͢Δ૬ஊɺઐ໳
ՈʹΑΔ申請ॻͷఴ࡟͸ɺਵ࣌
ड͚෇͚͍ͯ· ɻ͢

10.3 又は 4 　16:30～18:00
)���ୈ�ճ科研塾
ʢԙ�ଟຎΩϟϯύεʣ
ʲ಺༰ 申r請௚લ講座

˞ຊֶεϙʔπϑΣεςΟόϧ
ͷ開催日ʹ߹Θ࣮ͤͯࢪ ·͢͠ ɻ

7.11
)���Նۀٳقલͷ༧ߦࣥࢉ఻ථ౳ͷ研ڀॴड෇క੾ʢ��࣌຦ʣ

11.17
)���「தؒใࠂॻ」ఏग़క੾

11.10
)���ਤॻͷ༧ߦࣥࢉ఻ථͷ
研ڀॴड෇క੾

11.17
)����݄຤·Ͱͷ「ཱྀ費」「ँ
ۚ」ͷ「ܭըॻ」「᜛ٞॻ」ఏग़
క੾

12.14
)���ౙۀٳقલͷ༧ߦࣥࢉ఻ථ౳ͷ研ڀॴड෇క੾ʢ��࣌
຦ɻな͓ɺ「ઃඋඋ඼費」༧ߦࣥࢉ఻ථͷ研ڀॴड෇͸࠷ऴక੾
ͱなΓ·͢ɻʣ

10.25
)���研ڀ੒Ռใࠂక੾
ʢδϟʔφϧ΁ͷ「୹ใ」
ʣߘ౤「ஶ࿦จݪ」
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େࢠঁ࠺େֶ人間生活文化研究ॴ
˟102-8357 東京都千代田۠三番ொ12番地
大࠺女子大学千代田キャンパスਤॻؗ౩6֊
Tel: 03-5275-6047  Fax: 03-3222-1928  E-mail: info@o-ihcs.com
HP : http://www.ihcs.otsuma.ac.jp/

������ౙۀٳق開࢝

9.11
)���༧ߦࣥࢉ఻ථ౳ͷ研ڀॴड෇࠶開

�����Նۀٳقऴྃ

����Նۀٳق開࢝

ਤॻをدଃする民଒大学ਤॻؗとそのスタッフ

今ळ、大ࢠঁ࠺大学 ത物ؗのฏ成2 9年౓اըల「ੈքと日本のཤきもの
（Ծ）」に人間生活文化研究所が協力します。
当లでは、人間生活文化研究所のલ਎の人間生活Պ学研究所第4代所௕を
຿めた人ྨ学者・ۙ౻࢛࿠先生ʤ1918 -20 03ʥがऩ集したཤきものඪ本を含
む100数点がల示されます。
会期ɿ10݄25日ʙ12݄3日（予定）
主࠵ɿ大ࢠঁ࠺大学ത物 （ؗ東ژ౎ઍ代ా۠ࡾ番ொ7-8、 5eM 03-5275-5739）

˞ ͜のニューζレター͸ɺ全国の大学・大学院ɺا業研究ॴɺ研究ॿ成
ɹ 団ମɺެ׭ிなͲの関係ػ関にɺおよそ1
900部発ૹしɺ配෇してい·すɻ
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ۀࣄԉࢧ૪త֎෦資ۚͷ֫ಘڝ

˙科研費申請講座「科研塾」
　人間生活文化研究所では、大ࢠঁ࠺大学教৬һ、研究所研究һ、大学Ӄ生を対象に૯຿ηンター・૯຿άϧープ、
૯຿・ࡒ຿ηンターと協働でՊ学研究අ助成事ۀਃ੥࠲ߨ「Պ研क़」を開࠵しています。 研究代表者　দଜ ໜथ

所属　　　文学部
種目　　　ج൫研究（̘）
研究期間　H29-H31

研究代表者　ӿຊ ࢠܙ
所属　　　文学部
種目　　　ج൫研究（̘）
研究期間　H29-H31

��ɾ��ੈ ϑラϯεに͓͚ل るจࢿݙྉにݟるϞϦΤʔϧと古యラςϯ࡞ܶتՈのड༰
ʻ৽نʼ研究課題

　「Ϥーロッパܶتの෕」であり「ラ
テン語の日ৗ会話の師」とশされる
ՈプラウトΡスと࡞ܶتయラテンݹ
テϨンティウスは17ੈلフランスに
多大な影響を༩えていますが、その
඼のධՁには࡞শのイメージとݺ
ဃ཭があります。これまでの研究で
は時代をލいで1541年から1691年
を対象に「教育機関」、「຋༁論」、

「演ܶ論とܶ࡞法」のࡾ視点からこ
の二人のݹయ࡞ܶتՈのධՁとそ
のイメージを検証してきました。
　本研究では、第࢛の視点をՃえ、
さらに時代を広͛ることで、ੈ ごل
とに۠切られる時代の枠を௒えた

၆ᛌ的視野の中で、ジϟンϧをӽ
。的考察をしていきます؟したෳڥ
第࢛の視点とは、ॻ؆及び定期ץ
行物などの文献資料の検証で、フ
ランスのܶتに多大なる影響を༩
えたݹయラテン࡞ܶتՈと、その
後継者であるϞリエーϧのධՁを
再֬認し、現在まで続く൴らの受
容をුきூりにしていきたいと考え
ています。
　これらの資料ऩ集・分析は、൴ら
の受容をߋに広い視野での၆ᛌ的
考察を可能にしますが、同時にલ
研究で໌らかになった点を含めた
フランスの演ܶおよび文学全般の

より๛かな൚用性のあるૅج資料
としての機能を持つことになります。
　フランスのܶتのૅとなった

プラウトΡスとテϨン「の෕ܶت」
ティウスのਫ਼神は、17ੈل、Ϟリ
エーϧによってҾき継がれ「フラン
スܶتの෕」として現在まで続い
ています。本研究では、ߋに時代
を進めてそのϞリエーϧのධՁが
後ੈ 1ɻ8ੈلʵにどのように続い
ていったのか、またݹయラテンت
Ոはその後どのようにධՁさ࡞ܶ
れていったのかその受容のมભを
ුきூりにしていきたいと考えてい
ます。

ۙ代Ϙετϯඒज़ؗに͓͚る೔தถจ化ަྲྀ
ʻ৽نʼ研究課題

　本研究は、ۙ 代におけるถࠃのϘ
ストンඒज़ؗを෣୆とする日・中・ถ
文化ަྲྀのॏཁなる意義を໌らか
にすることを目的としている。
　Ϙストンඒज़ؗ東༸ඒज़ల示室
には、「中ࠃ最後の文人」とশされ
るޖণ੽（1844 1ɻ927）の手になる

「༩ݹ為ె」ፏֹがֻけられてい
る。これは、当時上ւ在住の׽学
者・௕ඌӍ1864）ࢁ 1ɻ942）が、ྡ 人
のޖণ੽にشᓼを৤し、Ϙストンඒ
ज़ؗ中ࠃ・日本ඒज़部௕であった
Ԭ૔ఱ心（1863 1ɻ913）にଃったも
のである。Ԭ૔がϘストンඒज़ؗの
ために行った中ࠃඒज़ऩଂ活動は

くධՁされているが、そのࠜఈにߴ
は௕ඌやޖণ੽による௚઀間઀の
助力があり、Ԭ૔の活動が中ࠃの
文人的教養にͮجいたߴ౓なもの
であったことをఏ示したい。
　ච者は、これまで࢛൒ੈل以上
にわたって、ޖণ੽の研究を行って
おり、ത࢜学Ґ論文をまとめたh ޖ
ণ੽研究（ɦ2009 研文出൛）ץ行後
も、ޖণ੽とそのަྲྀ、とりわけ日
本人࢜との関係を中心に研究をॏ
Ͷて来た。そして、2015年4݄より1
年間、Ϙストン大学٬һ研究һとし
てϘストンに଺在し、Ϙストンඒज़
ؗでԬ૔及び௕ඌの中ࠃ関連事ۀ

に関する資料調査をする機会にܙ
まれた。そのաఔで、上記のことを
ཪ付け得る資料及びԬ૔چଂ׽
੶౳を発見することができ、さらに
は、Ԭ૔がߪೖした中ࠃඒज़඼を
リストアップし、「Ϙストンඒज़ؗ所
ଂԬ૔ߪೖ中ࠃඒज़඼目録」を࡞
成した。本研究期間に、これらの分
析を進めるなどして、上記研究目的
をୡ成したい。
　なお、Պ研අਃ੥にあたっては、
大ᖒਗ਼二先生のご教示と人間生活
文化研究所及び૯຿άϧープのご
助力をいただいた。記して感ँਃし
上͛ます。

　Պ学研究අ助成事ۀ（学ज़研究助成ۚج助成ۚʗՊ学研究අิ助ۚ）は、人文・社会Պ学からࣗવՊ学まで全て
の分野にわたり、ૅجからԠ用までのあらΏる「学ज़研究」（研究者のࣗ༝な発૝にͮجく研究）を֨ஈに発లさせる
ことを目的とする「ڝ૪的研究資ۚ」であり、ピア・ϨϏューによる৹査をܦて、ಠ૑的・先ۦ的な研究に対する助成を
行うものです。（日本学ज़ৼڵ会ϗームϖージより）
　ฏ成29年౓、本学では、新規採択課題13件を含む、全48件が採択されました！！
　৽نで࠾択されたํは以下のとおりです。おめでとうご͟いますʂ

3ϖージより৽࠾ن択課題のうち6件と、8ϖージより継続課題౳10件の研究಺容や成果についてご紹介します。

Պ研අ࠾୒課題Λ঺հ͠·͢

ฏ੒2�೥౓͋Βͨʹ人間生活文化研究ॴͷಛผ研究һͱͳͬͨํʑ

˞課題名౳については、本誌6ϖージ、7ϖージをご覧ください。

4݄1日に開࠵されたՊ研क़では、৽೚教৬һを対象として「研
究活動スタートࢧԉ」の計ը調ॻについて、ઓུ的な࡞成ํ
法が఻えられました。参Ճ者は11名。

当研究所では、申請内容に関する相談や、専門家による申請書類の添削を随時
受け付けています！！上記「おਃࠐΈ先」にご連བྷ下さい。

7݄28日
（ۚ）

17時30分
ʙ

19時00分

ઍ代ాキϟンパス

多ຎキϟンパス16時30分
ʙ18時

10݄3日（Ր）
ຢは4日（ਫ）

ୈ�ճ
テーマɿฏ成30年౓Պ研
අਃ੥に向けてɻ Պ研අ
ਃ੥をきっかけにした研
究活動の1%$"ʵ

ୈ3ճ
テーマɿՊ学研究අを֫得
するਃ੥ॻのॻきํとॏ
ཁϙイント

本ؗ&౩11֊
会ٞ室2

3߸ؗ
3329教室

。師は大ᖒਗ਼二෭学௕・人間生活文化研究所所௕ほか予定ߨ

受ߨをر๬されるํは事લにおਃࠐΈください。

೔ຊֶज़ৼڵձՊ研අHP ＞＞ http://www.jsps.go.jp/
ฏ成30年౓公募からは৽たなԠ募ॻ （ྨ研究計ը調ॻ）を使用することになります。ৄ しくは、9݄頃、上記
H1で公開される公募ཁྖを֬認してください。

͓ਃࠐΈઌ 03-5275-6047（ઍ୅ాΩャンύε಺ઢ5650） info@o-ihcs.com͓ਃࠐΈઌ

大࠺学Ӄ　ސ໰
લ大࠺学Ӄ　理事௕
લ大ࢠঁ࠺大学　学௕

Ֆଜ　๜ত
大ࢠঁ࠺大学　名༪教त

Տ野　෢
大ࢠঁ࠺大学　名༪教त

౦明　ྑٱࠤ

開　催　日　程　な　ど

त（Ո੓学部）ڭ�൫研究（Ｂ）　ਫ୩�ઍ୅ඒج
त（文学部）ڭ�൫研究（̘） দଜ�ໜथج
　　　　 ӿຊࢣߨ�ࢠܙ�（文学部）
　　　　 দຊ�ெڭ�ࢠत（社会情報学部）
　　　　 େग़�य़ڭ�ߐत（人間関係学部）
　　　　 ෱ౡ�఩෉ڭ�त（人間関係学部）
研究成果公開ଅ進අ（学ज़ਤॻ）    Լా�ರࢣߨ�ࢠ（人間生活文化研究所）　

त（比較文化学部）ڭ�ࢠ൫研究（̘）　ੴ઒�রج
त（比較文化学部）ڭཬ�।֜�ాߴ 　　　　
　　　　 ҏ౻�ΈͪΔࢣߨ�（ࡍࠃηンター）
　　　　 ∁໦ڭ�ݩ�त（文学部）
　　　　 খྛ�࣮Ն�।ڭत（Ո੓学部）
若手研究（Ｂ） ݹ઒�හ໌�।ڭत（文学部）
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ۀࣄԉࢧ૪త֎෦資ۚͷ֫ಘڝ

˙科研費申請講座「科研塾」
　人間生活文化研究所では、大ࢠঁ࠺大学教৬һ、研究所研究һ、大学Ӄ生を対象に૯຿ηンター・૯຿άϧープ、
૯຿・ࡒ຿ηンターと協働でՊ学研究අ助成事ۀਃ੥࠲ߨ「Պ研क़」を開࠵しています。 研究代表者　দଜ ໜथ

所属　　　文学部
種目　　　ج൫研究（̘）
研究期間　H29-H31

研究代表者　ӿຊ ࢠܙ
所属　　　文学部
種目　　　ج൫研究（̘）
研究期間　H29-H31

��ɾ��ੈ ϑラϯεに͓͚ل るจࢿݙྉにݟるϞϦΤʔϧと古యラςϯ࡞ܶتՈのड༰
ʻ৽نʼ研究課題

　「Ϥーロッパܶتの෕」であり「ラ
テン語の日ৗ会話の師」とশされる
ՈプラウトΡスと࡞ܶتయラテンݹ
テϨンティウスは17ੈلフランスに
多大な影響を༩えていますが、その
඼のධՁには࡞শのイメージとݺ
ဃ཭があります。これまでの研究で
は時代をލいで1541年から1691年
を対象に「教育機関」、「຋༁論」、

「演ܶ論とܶ࡞法」のࡾ視点からこ
の二人のݹయ࡞ܶتՈのධՁとそ
のイメージを検証してきました。
　本研究では、第࢛の視点をՃえ、
さらに時代を広͛ることで、ੈ ごل
とに۠切られる時代の枠を௒えた

၆ᛌ的視野の中で、ジϟンϧをӽ
。的考察をしていきます؟したෳڥ
第࢛の視点とは、ॻ؆及び定期ץ
行物などの文献資料の検証で、フ
ランスのܶتに多大なる影響を༩
えたݹయラテン࡞ܶتՈと、その
後継者であるϞリエーϧのධՁを
再֬認し、現在まで続く൴らの受
容をුきூりにしていきたいと考え
ています。
　これらの資料ऩ集・分析は、൴ら
の受容をߋに広い視野での၆ᛌ的
考察を可能にしますが、同時にલ
研究で໌らかになった点を含めた
フランスの演ܶおよび文学全般の

より๛かな൚用性のあるૅج資料
としての機能を持つことになります。
　フランスのܶتのૅとなった

プラウトΡスとテϨン「の෕ܶت」
ティウスのਫ਼神は、17ੈل、Ϟリ
エーϧによってҾき継がれ「フラン
スܶتの෕」として現在まで続い
ています。本研究では、ߋに時代
を進めてそのϞリエーϧのධՁが
後ੈ 1ɻ8ੈلʵにどのように続い
ていったのか、またݹయラテンت
Ոはその後どのようにධՁさ࡞ܶ
れていったのかその受容のมભを
ුきூりにしていきたいと考えてい
ます。

ۙ代Ϙετϯඒज़ؗに͓͚る೔தถจ化ަྲྀ
ʻ৽نʼ研究課題

　本研究は、ۙ 代におけるถࠃのϘ
ストンඒज़ؗを෣୆とする日・中・ถ
文化ަྲྀのॏཁなる意義を໌らか
にすることを目的としている。
　Ϙストンඒज़ؗ東༸ඒज़ల示室
には、「中ࠃ最後の文人」とশされ
るޖণ੽（1844 1ɻ927）の手になる

「༩ݹ為ె」ፏֹがֻけられてい
る。これは、当時上ւ在住の׽学
者・௕ඌӍ1864）ࢁ 1ɻ942）が、ྡ 人
のޖণ੽にشᓼを৤し、Ϙストンඒ
ज़ؗ中ࠃ・日本ඒज़部௕であった
Ԭ૔ఱ心（1863 1ɻ913）にଃったも
のである。Ԭ૔がϘストンඒज़ؗの
ために行った中ࠃඒज़ऩଂ活動は

くධՁされているが、そのࠜఈにߴ
は௕ඌやޖণ੽による௚઀間઀の
助力があり、Ԭ૔の活動が中ࠃの
文人的教養にͮجいたߴ౓なもの
であったことをఏ示したい。
　ච者は、これまで࢛൒ੈل以上
にわたって、ޖণ੽の研究を行って
おり、ത࢜学Ґ論文をまとめたh ޖ
ণ੽研究（ɦ2009 研文出൛）ץ行後
も、ޖণ੽とそのަྲྀ、とりわけ日
本人࢜との関係を中心に研究をॏ
Ͷて来た。そして、2015年4݄より1
年間、Ϙストン大学٬һ研究һとし
てϘストンに଺在し、Ϙストンඒज़
ؗでԬ૔及び௕ඌの中ࠃ関連事ۀ

に関する資料調査をする機会にܙ
まれた。そのաఔで、上記のことを
ཪ付け得る資料及びԬ૔چଂ׽
੶౳を発見することができ、さらに
は、Ԭ૔がߪೖした中ࠃඒज़඼を
リストアップし、「Ϙストンඒज़ؗ所
ଂԬ૔ߪೖ中ࠃඒज़඼目録」を࡞
成した。本研究期間に、これらの分
析を進めるなどして、上記研究目的
をୡ成したい。
　なお、Պ研අਃ੥にあたっては、
大ᖒਗ਼二先生のご教示と人間生活
文化研究所及び૯຿άϧープのご
助力をいただいた。記して感ँਃし
上͛ます。

　Պ学研究අ助成事ۀ（学ज़研究助成ۚج助成ۚʗՊ学研究අิ助ۚ）は、人文・社会Պ学からࣗવՊ学まで全て
の分野にわたり、ૅجからԠ用までのあらΏる「学ज़研究」（研究者のࣗ༝な発૝にͮجく研究）を֨ஈに発లさせる
ことを目的とする「ڝ૪的研究資ۚ」であり、ピア・ϨϏューによる৹査をܦて、ಠ૑的・先ۦ的な研究に対する助成を
行うものです。（日本学ज़ৼڵ会ϗームϖージより）
　ฏ成29年౓、本学では、新規採択課題13件を含む、全48件が採択されました！！
　৽نで࠾択されたํは以下のとおりです。おめでとうご͟いますʂ

3ϖージより৽࠾ن択課題のうち6件と、8ϖージより継続課題౳10件の研究಺容や成果についてご紹介します。

Պ研අ࠾୒課題Λ঺հ͠·͢

ฏ੒2�೥౓͋Βͨʹ人間生活文化研究ॴͷಛผ研究һͱͳͬͨํʑ

˞課題名౳については、本誌6ϖージ、7ϖージをご覧ください。

4݄1日に開࠵されたՊ研क़では、৽೚教৬һを対象として「研
究活動スタートࢧԉ」の計ը調ॻについて、ઓུ的な࡞成ํ
法が఻えられました。参Ճ者は11名。

当研究所では、申請内容に関する相談や、専門家による申請書類の添削を随時
受け付けています！！上記「おਃࠐΈ先」にご連བྷ下さい。

7݄28日
（ۚ）

17時30分
ʙ

19時00分

ઍ代ాキϟンパス

多ຎキϟンパス16時30分
ʙ18時

10݄3日（Ր）
ຢは4日（ਫ）

ୈ�ճ
テーマɿฏ成30年౓Պ研
අਃ੥に向けてɻ Պ研අ
ਃ੥をきっかけにした研
究活動の1%$"ʵ

ୈ3ճ
テーマɿՊ学研究අを֫得
するਃ੥ॻのॻきํとॏ
ཁϙイント

本ؗ&౩11֊
会ٞ室2

3߸ؗ
3329教室

。師は大ᖒਗ਼二෭学௕・人間生活文化研究所所௕ほか予定ߨ

受ߨをر๬されるํは事લにおਃࠐΈください。

೔ຊֶज़ৼڵձՊ研අHP ＞＞ http://www.jsps.go.jp/
ฏ成30年౓公募からは৽たなԠ募ॻ （ྨ研究計ը調ॻ）を使用することになります。ৄ しくは、9݄頃、上記
H1で公開される公募ཁྖを֬認してください。

͓ਃࠐΈઌ 03-5275-6047（ઍ୅ాΩャンύε಺ઢ5650） info@o-ihcs.com͓ਃࠐΈઌ

大࠺学Ӄ　ސ໰
લ大࠺学Ӄ　理事௕
લ大ࢠঁ࠺大学　学௕

Ֆଜ　๜ত
大ࢠঁ࠺大学　名༪教त

Տ野　෢
大ࢠঁ࠺大学　名༪教त

౦明　ྑٱࠤ

開　催　日　程　な　ど

त（Ո੓学部）ڭ�൫研究（Ｂ）　ਫ୩�ઍ୅ඒج
त（文学部）ڭ�൫研究（̘） দଜ�ໜथج
　　　　 ӿຊࢣߨ�ࢠܙ�（文学部）
　　　　 দຊ�ெڭ�ࢠत（社会情報学部）
　　　　 େग़�य़ڭ�ߐत（人間関係学部）
　　　　 ෱ౡ�఩෉ڭ�त（人間関係学部）
研究成果公開ଅ進අ（学ज़ਤॻ）    Լా�ರࢣߨ�ࢠ（人間生活文化研究所）　

त（比較文化学部）ڭ�ࢠ൫研究（̘）　ੴ઒�রج
त（比較文化学部）ڭཬ�।֜�ాߴ 　　　　
　　　　 ҏ౻�ΈͪΔࢣߨ�（ࡍࠃηンター）
　　　　 ∁໦ڭ�ݩ�त（文学部）
　　　　 খྛ�࣮Ն�।ڭत（Ո੓学部）
若手研究（Ｂ） ݹ઒�හ໌�।ڭत（文学部）

- 3 -- 2 -



Institute of Human Culture Studies Otsuma Women’s University     Newsletter  |  No.5 - 2017 Institute of Human Culture Studies Otsuma Women’s University     Newsletter  |  No.5 - 2017

研究代表者　高田　馨里
所属　　　比較文化学部　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H29～H31

研究代表者　伊藤 みちる
所属　　　国際センター　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H29-H31

研究代表者　髙木 元
所属　　　文学部
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H29-H32

著　者　下田 敦子
所属　　　人間生活文化研究所
種目　　　研究成果公開促進費（学術図書）
研究期間　H29-H30

旧英領カリブの多文化共生社会に関する実証的研究：白人性のオーラルヒストリー分析
＜新規＞研究課題

　本研究のテーマである白人性と
は、白人が非白人に対し根拠のな
い差異を認め、その自らの優越性
を信仰する習性のことを指す。多く
の場合、そこに社会的経済的特権
を含むが、時代と場所により異な
る意味を併せ持つ、流動的な概念
である。例えば、2016年の米大統
領選で注目された白人至上主義者
の非白人に対する排他的な言動
は、彼らの白人性を保守する為だ
と言われている。
　旧英領カリブ海の島々は、16世
紀以降、ヨーロッパ列強の間で領
有権が何度も移動した。その間、ア
フリカ人奴隷やインド・中国などか

らの年期契約労働者、ヨーロッパ
の貧困層や政治犯が労働力として
導入され、植民地としての開発が
進んだ。その結果、植民地政府役人
やプランテーション領主であった
ヨーロッパ系白人とその子孫を絶対
的な支配層とする多民族・多文化共
生社会が形成された。
　本研究は、旧英領カリブ3国（ト
リニダード・バルバドス・ジャマイ
カ）における白人性の特徴を明ら
かにし、その構築過程を比較する。
そこから、複合的な社会階層・階
級内での人種間の軋轢の中で、ど
のように白人としてのアイデンティ
ティを構築してきたのかを考察する。

本年度は、トリニダードとバルバド
スに赴き、今、記録を始めなければ
失われてしまう植民地時代を生き
たヨーロッパ系市民のオーラルヒス
トリーと史資料の収集を行う。
　社会的強者であり、差別と差別
化の根源となる集団である彼らの
オーラルヒストリーの分析から、
グローバル化が進む現代社会に
おける文明の衝突、偏見や差別の
構造を解明し、異文化許容・多文
化共生を可能にする個人の態度
や社会を実証的に論じる。

第二次世界大戦期、空爆標的地図にみる米英連合国の空爆戦略の転換
＜新規＞研究課題

　本研究は、第二次世界大戦期にお
いて「精密爆撃（precision bombing）」
を標榜していたアメリカ軍が、い
つ、いかなる状況で、「絨毯爆撃

（carpet bombing）」へと戦術を転
換させたのか、その転換の契機を
明らかにすることを目的として
いる。この研究課題に先立って、

「第二次世界大戦期、米英両国の世
界地理認識の比較研究―地図史
学的方法論を用いて―（基盤研究

（C）26370870）」を平成26年度から
平成28年度にかけて行った。その
際、ヨーロッパ戦線に派遣された

アメリカ軍は、イギリス軍が行って
いた対独夜間無差別爆撃に対し、

「白昼精密爆撃」を行うため、全く新
しい空爆標的地図を開発し、それを
米英連合国による共同地図作成に
よって実用化したことを明らかに
した。その「斜角遠近法標的地図」
は、標的への多角的な侵入航路を描
いた、フライト・シミュレーターの
ような地図であった。これは、おも
にヨーロッパ戦線でのみ用いられ
た地図であり、アメリカ軍の「精密
爆撃」戦略のために作成されたもの
だった。本研究は、この地図作成過

程を明らかにした先行の研究課題
を発展させ、戦時中に作成された
空爆標的地図の作図法とその目的
の変容を分析することによって、
ヨーロッパ戦線における空爆戦略
の変容、さらには、ヨーロッパ戦線
から太平洋戦線への転戦後の空爆
戦略の転換を検証する。すなわち
アメリカ軍の「精密爆撃」戦略から

「殲滅作戦」への転換である、広島・長
崎への原爆投下過程にいたる空爆
作戦の変容過程を明らかにしたい。

Development of a Methodology for Optimizing the Oral Transmission of
Traditional Clothes-Making Techniques in a Preliterate Society

＜新規＞学術図書名

　世界各地には多数の無文字社会
が存在し、そこでかろうじて伝承さ
れてきた伝統衣服・文化とその製
作技術は工業社会の進展に伴って
現在急速に消失しつつある。本書
で扱うタイに住むカレン族の美しい
伝統衣服とその製作技術も現在消
失の危機に瀕している。その内在
的な主要原因には技術伝承の困難
さがある。技術習得に長期間（約10
年間）を要する大きな忍耐が必要で
ある。彼らは技術伝承に際して文
字資料、映像、イラストなどを全く利
用せず、その伝承システムの系統
性、順次性は充分とはいえず習得し

にくく、非常に後継者を育てにくい
のである。本書ではこうした困難を
解決するべく、16年間のフィールド調
査を経て、4名の最高度の技能者（ア
ブタセアタタセ）から技術を伝承し、
その集大成としての研究成果を英訳
して上梓するものである。本書の特
徴を箇条にすると以下の様である。
　①カレン族の衣服製作過程を詳細
な写真資料、文字資料として記録。ま
た衣服製作用語を文字化して収録。
　②衣服製作技術全体を、それを
構成する技術要素に分解し、これ
を一つずつ数量データに置き換え
て、統計的解析（項目反応理論）を

施し、個々の技術要素の難易度と、
その習得に際しての識別度（落ち
こぼれやすさ）を計量化した。
　③この解析結果を整理し、易し
い技術要素から徐々に難しい技術
要素へと学習が進むように、衣服
製作の技術系統別に技術の伝承
システム全体を配列しなおした。こ
うすることで学習者は易しい技術
要素から、少しずつ段階を追って
徐々に難しい技術要素へと習得し
てゆくことが出来るようになる。こ
の方法を用いて現在、学校教育の
中でカレン民族服製作技術の伝
承が始まっている。

十九世紀の絵入本における画文一体構成に着目した書物史研究
＜新規＞研究課題

　日本近世小説は製版本（木版画技
法）による出板の普及と相俟って、
文章のみならず画を多用した絵入
本として造本されてきた。とりわけ
十九世紀に入ると小説の商品価値
が増大し、『南総里見八犬伝』などに
顕著であるが、造本にも美しい意匠
が凝らされるようになる。口絵や挿
絵なども作者の画稿に基づいて浮
世絵師が描き、文字通り画文一体化
したテキストとしての書物が生産
され享受されるようになったので
ある。
　長年に渉って、此等の十九世紀後
期の絵入本に関する出板史的な調査

研究を継続してきたが、違和感を禁
じ得ないのは、時代区分の問題であ
る。国語教科書の扱いが象徴的であ
る如く、江戸時代は〈古典〉明治以降
は〈現国〉。一般的には明治維新を以
て〈前近代＼近代〉の劃期としてい
る。西洋紙に活字で印刷された洋装
本の流布が和装の製版本を凌駕する
のは明治二十年代であると思われ、
明治三十年代の自然主義隆興などを
考え併せると、文学史的にもメディ
ア史的にも十九世紀を一括りにして
扱った方が便宜なのである。
　近年では絵入本の絵をも読むべ
きテキストとして扱う立場は一般化

してきた。しかし、従来の十九世紀
書物史研究に於いて、概して美術史
家は画図にしか興味を示さず、文学
研究者は文字列を偏重してきた嫌
いが存する。
　結果として、小説（読本や草双紙）
と同様に戯作者が著述し浮世絵師
が描き、やはり地本問屋から出版さ
れた画文一体のメディアである浮
世絵に記された塡詞（解説文）には、
全く注意が払われてこなかった。
　浮世絵の塡詞の調査を通じて、画
文一体化した十九世紀書物史の欠
落を補うのが本研究の目的である。
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研究代表者　高田　馨里
所属　　　比較文化学部　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H29～H31

研究代表者　伊藤 みちる
所属　　　国際センター　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H29-H31

研究代表者　髙木 元
所属　　　文学部
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H29-H32

著　者　下田 敦子
所属　　　人間生活文化研究所
種目　　　研究成果公開促進費（学術図書）
研究期間　H29-H30

旧英領カリブの多文化共生社会に関する実証的研究：白人性のオーラルヒストリー分析
＜新規＞研究課題

　本研究のテーマである白人性と
は、白人が非白人に対し根拠のな
い差異を認め、その自らの優越性
を信仰する習性のことを指す。多く
の場合、そこに社会的経済的特権
を含むが、時代と場所により異な
る意味を併せ持つ、流動的な概念
である。例えば、2016年の米大統
領選で注目された白人至上主義者
の非白人に対する排他的な言動
は、彼らの白人性を保守する為だ
と言われている。
　旧英領カリブ海の島々は、16世
紀以降、ヨーロッパ列強の間で領
有権が何度も移動した。その間、ア
フリカ人奴隷やインド・中国などか

らの年期契約労働者、ヨーロッパ
の貧困層や政治犯が労働力として
導入され、植民地としての開発が
進んだ。その結果、植民地政府役人
やプランテーション領主であった
ヨーロッパ系白人とその子孫を絶対
的な支配層とする多民族・多文化共
生社会が形成された。
　本研究は、旧英領カリブ3国（ト
リニダード・バルバドス・ジャマイ
カ）における白人性の特徴を明ら
かにし、その構築過程を比較する。
そこから、複合的な社会階層・階
級内での人種間の軋轢の中で、ど
のように白人としてのアイデンティ
ティを構築してきたのかを考察する。

本年度は、トリニダードとバルバド
スに赴き、今、記録を始めなければ
失われてしまう植民地時代を生き
たヨーロッパ系市民のオーラルヒス
トリーと史資料の収集を行う。
　社会的強者であり、差別と差別
化の根源となる集団である彼らの
オーラルヒストリーの分析から、
グローバル化が進む現代社会に
おける文明の衝突、偏見や差別の
構造を解明し、異文化許容・多文
化共生を可能にする個人の態度
や社会を実証的に論じる。

第二次世界大戦期、空爆標的地図にみる米英連合国の空爆戦略の転換
＜新規＞研究課題

　本研究は、第二次世界大戦期にお
いて「精密爆撃（precision bombing）」
を標榜していたアメリカ軍が、い
つ、いかなる状況で、「絨毯爆撃

（carpet bombing）」へと戦術を転
換させたのか、その転換の契機を
明らかにすることを目的として
いる。この研究課題に先立って、

「第二次世界大戦期、米英両国の世
界地理認識の比較研究―地図史
学的方法論を用いて―（基盤研究

（C）26370870）」を平成26年度から
平成28年度にかけて行った。その
際、ヨーロッパ戦線に派遣された

アメリカ軍は、イギリス軍が行って
いた対独夜間無差別爆撃に対し、

「白昼精密爆撃」を行うため、全く新
しい空爆標的地図を開発し、それを
米英連合国による共同地図作成に
よって実用化したことを明らかに
した。その「斜角遠近法標的地図」
は、標的への多角的な侵入航路を描
いた、フライト・シミュレーターの
ような地図であった。これは、おも
にヨーロッパ戦線でのみ用いられ
た地図であり、アメリカ軍の「精密
爆撃」戦略のために作成されたもの
だった。本研究は、この地図作成過

程を明らかにした先行の研究課題
を発展させ、戦時中に作成された
空爆標的地図の作図法とその目的
の変容を分析することによって、
ヨーロッパ戦線における空爆戦略
の変容、さらには、ヨーロッパ戦線
から太平洋戦線への転戦後の空爆
戦略の転換を検証する。すなわち
アメリカ軍の「精密爆撃」戦略から

「殲滅作戦」への転換である、広島・長
崎への原爆投下過程にいたる空爆
作戦の変容過程を明らかにしたい。

Development of a Methodology for Optimizing the Oral Transmission of
Traditional Clothes-Making Techniques in a Preliterate Society

＜新規＞学術図書名

　世界各地には多数の無文字社会
が存在し、そこでかろうじて伝承さ
れてきた伝統衣服・文化とその製
作技術は工業社会の進展に伴って
現在急速に消失しつつある。本書
で扱うタイに住むカレン族の美しい
伝統衣服とその製作技術も現在消
失の危機に瀕している。その内在
的な主要原因には技術伝承の困難
さがある。技術習得に長期間（約10
年間）を要する大きな忍耐が必要で
ある。彼らは技術伝承に際して文
字資料、映像、イラストなどを全く利
用せず、その伝承システムの系統
性、順次性は充分とはいえず習得し

にくく、非常に後継者を育てにくい
のである。本書ではこうした困難を
解決するべく、16年間のフィールド調
査を経て、4名の最高度の技能者（ア
ブタセアタタセ）から技術を伝承し、
その集大成としての研究成果を英訳
して上梓するものである。本書の特
徴を箇条にすると以下の様である。
　①カレン族の衣服製作過程を詳細
な写真資料、文字資料として記録。ま
た衣服製作用語を文字化して収録。
　②衣服製作技術全体を、それを
構成する技術要素に分解し、これ
を一つずつ数量データに置き換え
て、統計的解析（項目反応理論）を

施し、個々の技術要素の難易度と、
その習得に際しての識別度（落ち
こぼれやすさ）を計量化した。
　③この解析結果を整理し、易し
い技術要素から徐々に難しい技術
要素へと学習が進むように、衣服
製作の技術系統別に技術の伝承
システム全体を配列しなおした。こ
うすることで学習者は易しい技術
要素から、少しずつ段階を追って
徐々に難しい技術要素へと習得し
てゆくことが出来るようになる。こ
の方法を用いて現在、学校教育の
中でカレン民族服製作技術の伝
承が始まっている。

十九世紀の絵入本における画文一体構成に着目した書物史研究
＜新規＞研究課題

　日本近世小説は製版本（木版画技
法）による出板の普及と相俟って、
文章のみならず画を多用した絵入
本として造本されてきた。とりわけ
十九世紀に入ると小説の商品価値
が増大し、『南総里見八犬伝』などに
顕著であるが、造本にも美しい意匠
が凝らされるようになる。口絵や挿
絵なども作者の画稿に基づいて浮
世絵師が描き、文字通り画文一体化
したテキストとしての書物が生産
され享受されるようになったので
ある。
　長年に渉って、此等の十九世紀後
期の絵入本に関する出板史的な調査

研究を継続してきたが、違和感を禁
じ得ないのは、時代区分の問題であ
る。国語教科書の扱いが象徴的であ
る如く、江戸時代は〈古典〉明治以降
は〈現国〉。一般的には明治維新を以
て〈前近代＼近代〉の劃期としてい
る。西洋紙に活字で印刷された洋装
本の流布が和装の製版本を凌駕する
のは明治二十年代であると思われ、
明治三十年代の自然主義隆興などを
考え併せると、文学史的にもメディ
ア史的にも十九世紀を一括りにして
扱った方が便宜なのである。
　近年では絵入本の絵をも読むべ
きテキストとして扱う立場は一般化

してきた。しかし、従来の十九世紀
書物史研究に於いて、概して美術史
家は画図にしか興味を示さず、文学
研究者は文字列を偏重してきた嫌
いが存する。
　結果として、小説（読本や草双紙）
と同様に戯作者が著述し浮世絵師
が描き、やはり地本問屋から出版さ
れた画文一体のメディアである浮
世絵に記された塡詞（解説文）には、
全く注意が払われてこなかった。
　浮世絵の塡詞の調査を通じて、画
文一体化した十九世紀書物史の欠
落を補うのが本研究の目的である。

よみほん
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国際学術研究・協力・交流事業

■ミャンマー国立民族大学との交流

日本学術振興会　科学研究費助成事業　平成29年度採択課題

研究期間
▶ 基盤研究（Ａ）　（1件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
大澤　清二 人間生活文化研究所 H27-H30人が生育する限界的環境に於ける発育発達(生活技術の発達を含む）と成熟の総合的研究

研究期間
▶ 研究活動スタート支援　（1件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
林　明子 家政学部 H28-H29貧困世帯の若者の移行と家族に関する研究

研究期間
▶ 特別研究員奨励費　（1件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
小川　真理子 社会情報学部 H28-H30ＤＶ被害者支援と民間シェルターにおける米・加・日の比較研究

H29-H30

▶ 研究成果公開促進費（学術図書）　（1件）
研究代表者 所　属 研　究　課　題

下田　敦子 人間生活文化研究所 Development of a Methodology for Optimizing the Oral Transmission of 
Traditional Clothes-Making Techniques in a Preliterate Society

研究期間

研究期間
▶ 若手研究（B）　（6件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
松本　早野香

久保　忠行

赤松　美和子

宮崎　美智子

山本　真知子

古川　敏明

社会情報学部

比較文化学部

比較文化学部

社会情報学部

人間関係学部

文学部

H27-H29

H27-H29

H27-H30

H28-H30
H28-H31

H29-H32

「語り」の蓄積からコミュニティの物語を出力する地域デジタルアーカイブの構築と運用

民族誌的アプローチにもとづく難民の定住プロセスの国際比較研究

台湾ニューシネマとそれ以降の台湾映画における「日本時代」表象研究

視線随伴パラダイムを用いたAgency調整システムの発達過程の解明
里親養育における里親と実子の意識とその支援のあり方

ハワイ語ラジオ番組を事例とする危機言語の復活とメディア利用に関する会話分析的研究

研究期間
▶ 基盤研究（B）　（3件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
柴山　真琴

水谷　千代美

下田　敦子

家政学部

家政学部

人間生活文化研究所

H26-H30

H29-H32

H26-H29

日系国際児のバイリテラシー形成過程の質的探究とその展開

臭いの快不快評価定量化の試みと在宅介護不快臭対策への応用

東南アジア伝統衣服製作技術体系の解明と伝承教育最適化のためのプログラム開発

研究期間
▶ 基盤研究（C）　（31件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
上杉　宰世

藤村　考

鄭　暎惠

團野　哲也

伊藤　正直

正村　俊之

山倉　健嗣

荒川　潔

佐藤　実

渡邉　顕彦

内藤　千珠子

落合　友四郎

石井　雅幸

小関　右介

中川　麻子

須藤　良子

生田　茂

市村　哲

上野　未央

青江　誠一郎

天野　みどり

松村　茂樹

榎本　恵子

松本　暢子

大出　春江

福島　哲夫

石川　照子

高田　馨里

伊藤　みちる

髙木　元

小林　実夏

家政学部

社会情報学部

人間関係学部

家政学部

社会情報学部

社会情報学部

社会情報学部

社会情報学部

比較文化学部

比較文化学部

文学部

社会情報学部

家政学部

家政学部

家政学部

家政学部

社会情報学部

社会情報学部

比較文化学部

家政学部

文学部

文学部

文学部

社会情報学部

人間関係学部

人間関係学部

比較文化学部

比較文化学部

国際センター

文学部

家政学部

H25-H29

H26-H29

H26-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H31

H27-H31

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H31

H28-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H32

H29-H33

中高年女性の健康力と若年期の食生活・生活習慣に関する縦断研究

属性付きグラフのレスポンシブ可視化の研究

「表現の自由」とヘイト・スピーチ法規制をめぐる社会学的研究

ユーザーにフレンドリーな高精度３次元ファッション・デザインシステムの開発

1960年代のG10とOECD/WP3

ガバナンスのリスク社会論・監査社会論的研究―資本主義と民主主義の現代的変容

制度環境における企業の戦略的対応と組織間関係構築に関する研究

移行期における次世代自動車の開発と普及のための税制と規格，規制の理論・実証分析

近世中国におけるムスリムの問答体文献の研究

ラテン語詩と近世初期日本の交差

日本語文学における検閲とジェンダー

金融市場の高頻度データ解析とリスク管理への応用

星座カメラi-CANを活用した,日本中の小学校で星の学習ができる教材の開発

伝統的農法「稲田養魚」の高い米魚生産性を支える生態系プロセスの科学的検証

手芸文化データベースの構築と教育現場への活用

エジプト・コプトの染織品とインド更紗の制作年代および制作地の特定に関する研究

学校の教員と取り組む合理的配慮指針に基づく教材開発と授業手法の開発
家庭における日々の家事／活動をゲーミフィケーション化する研究 

中世後期ロンドンの「外国人」と都市社会

穀類の摂取による高血圧症の予防効果と腸内代謝を介したメカニズムの研究

現代日本語の自他に関する構文的研究

近代ボストン美術館における日中米文化交流

17・18世紀フランスにおける文献資料に見るモリエールと古典ラテン喜劇作家の受容

住居系市街地の住宅更新における賃貸併用住宅の有用性に関する研究

日本の出産文化の歴史社会学的研究―リプロダクティブヘルスと助産所の機能を中心に

スーパーヴァイザー養成のためのメタ・スーパーヴィジョンに関する研究

ジェンダーからみる近代日中女性関係史の総合的研究―月曜クラブと一土会を中心に

第二次世界大戦期、空爆標的地図にみる米英連合国の空爆戦略の転換

旧英領カリブの多文化共生社会に関する実証的研究：白人性のオーラルヒストリー分析

十九世紀の絵入本における画文一体構成に着目した書物（メディア）史研究

育児期の女性の精神的社会的要因や地域・家族の支援と子どもの食環境や発達との関連

研究期間
▶ 挑戦的萌芽研究　（4件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
水谷　千代美

五味渕　典嗣

高橋　寿美子

寺石　雅英

家政学部

文学部

人間生活文化研究所

キャリア教育センター

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

寝たきり高齢者のＱＯＬ改善のための機能性繊維の応用に関する研究

日中戦争の記憶と表象に関する総合的研究―1940-1960年代を中心に

作家の計量分類による日本近現代文学史の構築

リアルオプション・アプローチを用いたプロスポーツチームの価値評価手法の開発

人間生活文化研究所では科研費によるミャンマー調査の一環として、2016年12月よりミャンマー国立民族大学（正
式にはUniversity for the Development of the National Races of the Union）との共同研究、交流事業を開始
しました。同大学はミャンマー西北部のかつての首都であったザガインの郊外にあります。アジアの大河エイヤワ
ディー河（イラワジ河）の河畔にゆったりとしたキャンパスを展開しており、83民族から選抜された男女1400名の学
生が、5年間全寮制で教員と起居を共にしています。12月には大澤所長
が全教職員、学生を対象に講演会を行いました。今後同大学の教員を対
象にした研究方法の訓練を定期的に行うと共に、学生に対して民族調査
の方法を教授することになっています。また、共同研究として、「ミャン
マーにおける家庭科教育の開発」「学校保健・環境改善の推進」「発育発
達研究」などのプログラムを用意しています。さらには、同大学の民族博
物館、大学図書館への支援活動を計画しております。

講演を終えて民族大学学長と（写真右）
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国際学術研究・協力・交流事業

■ミャンマー国立民族大学との交流

日本学術振興会　科学研究費助成事業　平成29年度採択課題

研究期間
▶ 基盤研究（Ａ）　（1件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
大澤　清二 人間生活文化研究所 H27-H30人が生育する限界的環境に於ける発育発達(生活技術の発達を含む）と成熟の総合的研究

研究期間
▶ 研究活動スタート支援　（1件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
林　明子 家政学部 H28-H29貧困世帯の若者の移行と家族に関する研究

研究期間
▶ 特別研究員奨励費　（1件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
小川　真理子 社会情報学部 H28-H30ＤＶ被害者支援と民間シェルターにおける米・加・日の比較研究

H29-H30

▶ 研究成果公開促進費（学術図書）　（1件）
研究代表者 所　属 研　究　課　題

下田　敦子 人間生活文化研究所 Development of a Methodology for Optimizing the Oral Transmission of 
Traditional Clothes-Making Techniques in a Preliterate Society

研究期間

研究期間
▶ 若手研究（B）　（6件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
松本　早野香

久保　忠行

赤松　美和子

宮崎　美智子

山本　真知子

古川　敏明

社会情報学部

比較文化学部

比較文化学部

社会情報学部

人間関係学部

文学部

H27-H29

H27-H29

H27-H30

H28-H30
H28-H31

H29-H32

「語り」の蓄積からコミュニティの物語を出力する地域デジタルアーカイブの構築と運用

民族誌的アプローチにもとづく難民の定住プロセスの国際比較研究

台湾ニューシネマとそれ以降の台湾映画における「日本時代」表象研究

視線随伴パラダイムを用いたAgency調整システムの発達過程の解明
里親養育における里親と実子の意識とその支援のあり方

ハワイ語ラジオ番組を事例とする危機言語の復活とメディア利用に関する会話分析的研究

研究期間
▶ 基盤研究（B）　（3件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
柴山　真琴

水谷　千代美

下田　敦子

家政学部

家政学部

人間生活文化研究所

H26-H30

H29-H32

H26-H29

日系国際児のバイリテラシー形成過程の質的探究とその展開

臭いの快不快評価定量化の試みと在宅介護不快臭対策への応用

東南アジア伝統衣服製作技術体系の解明と伝承教育最適化のためのプログラム開発

研究期間
▶ 基盤研究（C）　（31件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
上杉　宰世

藤村　考

鄭　暎惠

團野　哲也

伊藤　正直

正村　俊之

山倉　健嗣

荒川　潔

佐藤　実

渡邉　顕彦

内藤　千珠子

落合　友四郎

石井　雅幸

小関　右介

中川　麻子

須藤　良子

生田　茂

市村　哲

上野　未央

青江　誠一郎

天野　みどり

松村　茂樹

榎本　恵子

松本　暢子

大出　春江

福島　哲夫

石川　照子

高田　馨里

伊藤　みちる

髙木　元

小林　実夏

家政学部

社会情報学部

人間関係学部

家政学部

社会情報学部

社会情報学部

社会情報学部

社会情報学部

比較文化学部

比較文化学部

文学部

社会情報学部

家政学部

家政学部

家政学部

家政学部

社会情報学部

社会情報学部

比較文化学部

家政学部

文学部

文学部

文学部

社会情報学部

人間関係学部

人間関係学部

比較文化学部

比較文化学部

国際センター

文学部

家政学部

H25-H29

H26-H29

H26-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H31

H27-H31

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H30

H28-H31

H28-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H31

H29-H32

H29-H33

中高年女性の健康力と若年期の食生活・生活習慣に関する縦断研究

属性付きグラフのレスポンシブ可視化の研究

「表現の自由」とヘイト・スピーチ法規制をめぐる社会学的研究

ユーザーにフレンドリーな高精度３次元ファッション・デザインシステムの開発

1960年代のG10とOECD/WP3

ガバナンスのリスク社会論・監査社会論的研究―資本主義と民主主義の現代的変容

制度環境における企業の戦略的対応と組織間関係構築に関する研究

移行期における次世代自動車の開発と普及のための税制と規格，規制の理論・実証分析

近世中国におけるムスリムの問答体文献の研究

ラテン語詩と近世初期日本の交差

日本語文学における検閲とジェンダー

金融市場の高頻度データ解析とリスク管理への応用

星座カメラi-CANを活用した,日本中の小学校で星の学習ができる教材の開発

伝統的農法「稲田養魚」の高い米魚生産性を支える生態系プロセスの科学的検証

手芸文化データベースの構築と教育現場への活用

エジプト・コプトの染織品とインド更紗の制作年代および制作地の特定に関する研究

学校の教員と取り組む合理的配慮指針に基づく教材開発と授業手法の開発
家庭における日々の家事／活動をゲーミフィケーション化する研究 

中世後期ロンドンの「外国人」と都市社会

穀類の摂取による高血圧症の予防効果と腸内代謝を介したメカニズムの研究

現代日本語の自他に関する構文的研究

近代ボストン美術館における日中米文化交流

17・18世紀フランスにおける文献資料に見るモリエールと古典ラテン喜劇作家の受容

住居系市街地の住宅更新における賃貸併用住宅の有用性に関する研究

日本の出産文化の歴史社会学的研究―リプロダクティブヘルスと助産所の機能を中心に

スーパーヴァイザー養成のためのメタ・スーパーヴィジョンに関する研究

ジェンダーからみる近代日中女性関係史の総合的研究―月曜クラブと一土会を中心に

第二次世界大戦期、空爆標的地図にみる米英連合国の空爆戦略の転換

旧英領カリブの多文化共生社会に関する実証的研究：白人性のオーラルヒストリー分析

十九世紀の絵入本における画文一体構成に着目した書物（メディア）史研究

育児期の女性の精神的社会的要因や地域・家族の支援と子どもの食環境や発達との関連

研究期間
▶ 挑戦的萌芽研究　（4件）

研究代表者 所　属 研　究　課　題
水谷　千代美

五味渕　典嗣

高橋　寿美子

寺石　雅英

家政学部

文学部

人間生活文化研究所

キャリア教育センター

H27-H29

H27-H29

H27-H29

H27-H29

寝たきり高齢者のＱＯＬ改善のための機能性繊維の応用に関する研究

日中戦争の記憶と表象に関する総合的研究―1940-1960年代を中心に

作家の計量分類による日本近現代文学史の構築

リアルオプション・アプローチを用いたプロスポーツチームの価値評価手法の開発

人間生活文化研究所では科研費によるミャンマー調査の一環として、2016年12月よりミャンマー国立民族大学（正
式にはUniversity for the Development of the National Races of the Union）との共同研究、交流事業を開始
しました。同大学はミャンマー西北部のかつての首都であったザガインの郊外にあります。アジアの大河エイヤワ
ディー河（イラワジ河）の河畔にゆったりとしたキャンパスを展開しており、83民族から選抜された男女1400名の学
生が、5年間全寮制で教員と起居を共にしています。12月には大澤所長
が全教職員、学生を対象に講演会を行いました。今後同大学の教員を対
象にした研究方法の訓練を定期的に行うと共に、学生に対して民族調査
の方法を教授することになっています。また、共同研究として、「ミャン
マーにおける家庭科教育の開発」「学校保健・環境改善の推進」「発育発
達研究」などのプログラムを用意しています。さらには、同大学の民族博
物館、大学図書館への支援活動を計画しております。

講演を終えて民族大学学長と（写真右）
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研究代表者　水谷 千代美
所属　　　家政学部　
種目　　　基盤研究（Ｂ）
研究期間　H26-H29

研究代表者　木戸 雄一
所属　　　文学部
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H26-H28

研究代表者　熊谷 智博
所属　　　文学部
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H26-H28

研究代表者　小林 実夏
所属　　　家政学部　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H25-H28

栄養士養成施設卒業生、在校生の健康リスクとBMI、体脂肪率に関する横断・縦断研究
研究課題

　他の先進国に比べて、わが国の
青年期女性にはBMI<18 .5 のや
せの者の割合が高く、一方でBMI 
が低いあるいは標準であるにもか
かわらず体脂肪率が高い、いわゆ
る隠れ肥満の者も少なくない。
　本研究の対象者は、栄養士養
成施設卒業生、在校生であるた
め、栄養士という専門職に対する
職業意識、キャリア志向の違いや
就労状況、家庭生活の違いによる
やせと健康リスクの差について検
討することが可能である。栄養士
養成施設卒業生を対象とした研究
では、同一対象者の縦断的データ
を用いて検討することによって、観
測時点（中高年期）の状態が過去

（青年期）の状態の評価に影響を
与える可能性や、回答者の記憶の
正確さがデータの信頼性に影響を
及ぼす問題が回避されるため、バ
イアスの少ないデータを用いて、青
年期から中高年期までの30年間
以上の食習慣・生活習慣・健康度
の相互関連性について検討するこ
とができた。栄養士養成施設在学
生を対象とした研究では、研究代
表者が同調査法で同時期に実施
した1000名以上の調査データが
構築されてあるため、青年期の体
格と食習慣、生活習慣との関連に
ついて、精度、正確度の高いデータ
解析ができた。
　栄養士養成施設卒業生（n=169）

を対象とした縦断研究の結果、青
年期標準体型（18.5≦BMI＜25）
であった対象者の中で、中年期以
降のBMIがやせ（BMI＜18.5）に
分 類された 者は10 . 9 ％ 、肥 満

（BMI≧25）に分類された者は
8.8％であった。青年期のやせの
割合は9.7％であり、当時（1979
年）国民栄養調査結果（22歳女
性）のやせの割合（14.4％）より低
かった。中年期以降の肥満の割合
は9.6％であり、2014年国民健康
栄養調査の結果（50代女性）の肥
満の割合（23.7％）より低かった。
本研究の結果から専門的知識の
習得により適切な体型が維持で
きていることが明らかとなった。

消臭抗菌抗アレルギー繊維の機能性評価と介護医療分野への応用
研究課題

　我が国は、高齢者の占める割合
が全人口の２０％以上を超えてお
り、今後も急速に高齢化が進むと
予想されている。我が国の寝たきり
高齢者の人口が福祉先進国（デン
マーク・スウエーデン）よりも圧倒
的に多く、高齢の介護者が高齢の
被介護者を介護するという介護負
担の増大が深刻な社会問題となっ
ている。寝たきり状態になると生活
の大半をベッド上で過ごすために
排泄物臭や体臭などの悪臭が発生
し、病院や高齢者施設内では悪臭
が問題視されている。また、寝たき

り高齢者は体重による圧迫が特定
部位に長時間加わるために褥瘡

（床ずれ）や皮膚疾患が現れ、それ
らの対策が必要とされている。本
研究は悪臭と皮膚疾患に焦点を置
き、消臭抗菌抗アレルギー繊維を
用いてこれらの問題を解決するこ
とを目的とした。
　まず、悪臭に対しては、病室内
の温度、湿度、換気量および風速
をシミュレーションした環境を作り、
消臭性繊維の悪臭の対する消臭
効果を調べた。人間の皮膚には表
皮ブドウ球菌や黄色ブドウ球菌な

どが常在菌として存在し、その中
でも黄色ブドウ球菌が悪臭の発生
や皮膚のかゆみなどに密接に関
係することがわかっている。次に、
消臭抗菌抗アレルギー繊維の黄
色ブドウ球菌に対する抗菌性を調
べ、優れた抗菌効果があることが
わかった。これらの結果をもとに、
消臭抗菌抗アレルギー繊維が高齢
者やアレルギー性皮膚炎患者の皮
膚にどのような効果を与えるか調
べているところである。

集団的尊敬による集団間紛争解決過程の解明
研究課題

　戦争や民族紛争といった集団間
紛争は、社会心理学において比較
的古いテーマです。その中でも対立
相手のイメージを改善する事によっ
て競争的・対立的態度を好転させ
て紛争を解決するというアプロー
チはこれまで大きな成果を挙げて
きました。しかし実際には対立して
きた相手のイメージを好転させると
いうのは様々な努力が必要であり、
それが集団間の和解の障碍となっ
ていました。
　そこで本申請課題では外集団に
対する和解的態度を自発的に生じ
させる心理過程として、「自集団が

尊敬されている」という認知の影響
を検討しました。これは他者からの
尊敬は人間の基本的欲求であるた
め、人々はそれを自発的に求め、そ
れに対して拒否反応を示すことは
ないだろうと予測したためです。質
問紙を用いて3年間で全国規模の
調査は3回、大学生を対象とした予
備調査を数回行いました。それらの
調査において一貫して見られた結果
は、対立集団からの尊敬はその集
団に対する「温かさ」特性認知を強
め、それを介して紛争行為に対する
罪悪感と羞恥心を強め、最終的に
は対立集団に対する謝罪と補償へ

の支持的態度を強めるというもの
でした。この結果は尊敬されてい
るという感覚によって相手に対す
る認知を「間接的に」変化させ、そ
れが和解的態度を強化するとい
う、当初の予測を支持するもので
した。今後は国際比較を通じてこ
の心理過程の普遍性を検討しつ
つ、実験室実験も用いて尊敬が生
む「安心感」の影響についても検
討する予定です。

地方青年結社における「文」の実践に関する社会史研究
研究課題

　1880～90年代の地方青年結社
で書かれた文章は、多様なジャンル
にまたがっている。これらのテクス
トは、和・漢・欧の文脈を交差させ
ながら、新たな文章を生み出しつつ
あり、その総体を本研究では「文」
と仮に呼ぶ。本研究は地方青年結
社で行われていた「文」をめぐる多
様な社会的実践を検討すること
で、1900年前後に顕著となる地方
文学青年の活動を地方における多
様な社会的実践の一部として再認
識する基盤を構築することを目的
とした。
　研究に当たって①地方青年の

「文」をめぐる活動を分析できる資
料の発掘と収集、②国民的な「文」
の平準化に直面した地方青年結社
の言語的実践活動の分析、③地方
青年の「文」を出版の主軸に据えた
東京の群小出版社の分析、という
軸を設定し、地方所在資料の探索
やデータベースの作成を中心に研
究を行った。
　本研究によって、以下の成果を
発表した。「明治期地方文学資料
の翻刻と解題（一）－福島県喜多
方市「文学攻究会」資料・『愛菫遺
稿』上－」（『大妻女子大学紀要－文
系－』48号、2016年）、「同（二）」（同

49号、2017年）は、地方青年結社
の具体的な活動を示す資料として
文章回覧誌および活動資料を発
掘し、一部を翻刻した。福島県山
間部の青年達による貴重な活動
記録は今後も引き続き調査研究を
要する資料である。また、青年達の
主要なコミュニケーション手段の
一つであった文語体書簡文が構
築する共同性について「「青年」の
連帯の失効－国木田独歩「おとづ
れ」と「青年」の手紙－」（『大妻国
文』48号、2017年）で検討した。
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研究代表者　水谷 千代美
所属　　　家政学部　
種目　　　基盤研究（Ｂ）
研究期間　H26-H29

研究代表者　木戸 雄一
所属　　　文学部
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H26-H28

研究代表者　熊谷 智博
所属　　　文学部
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H26-H28

研究代表者　小林 実夏
所属　　　家政学部　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H25-H28

栄養士養成施設卒業生、在校生の健康リスクとBMI、体脂肪率に関する横断・縦断研究
研究課題

　他の先進国に比べて、わが国の
青年期女性にはBMI<18 .5 のや
せの者の割合が高く、一方でBMI 
が低いあるいは標準であるにもか
かわらず体脂肪率が高い、いわゆ
る隠れ肥満の者も少なくない。
　本研究の対象者は、栄養士養
成施設卒業生、在校生であるた
め、栄養士という専門職に対する
職業意識、キャリア志向の違いや
就労状況、家庭生活の違いによる
やせと健康リスクの差について検
討することが可能である。栄養士
養成施設卒業生を対象とした研究
では、同一対象者の縦断的データ
を用いて検討することによって、観
測時点（中高年期）の状態が過去

（青年期）の状態の評価に影響を
与える可能性や、回答者の記憶の
正確さがデータの信頼性に影響を
及ぼす問題が回避されるため、バ
イアスの少ないデータを用いて、青
年期から中高年期までの30年間
以上の食習慣・生活習慣・健康度
の相互関連性について検討するこ
とができた。栄養士養成施設在学
生を対象とした研究では、研究代
表者が同調査法で同時期に実施
した1000名以上の調査データが
構築されてあるため、青年期の体
格と食習慣、生活習慣との関連に
ついて、精度、正確度の高いデータ
解析ができた。
　栄養士養成施設卒業生（n=169）

を対象とした縦断研究の結果、青
年期標準体型（18.5≦BMI＜25）
であった対象者の中で、中年期以
降のBMIがやせ（BMI＜18.5）に
分 類された 者は10 . 9 ％ 、肥 満

（BMI≧25）に分類された者は
8.8％であった。青年期のやせの
割合は9.7％であり、当時（1979
年）国民栄養調査結果（22歳女
性）のやせの割合（14.4％）より低
かった。中年期以降の肥満の割合
は9.6％であり、2014年国民健康
栄養調査の結果（50代女性）の肥
満の割合（23.7％）より低かった。
本研究の結果から専門的知識の
習得により適切な体型が維持で
きていることが明らかとなった。

消臭抗菌抗アレルギー繊維の機能性評価と介護医療分野への応用
研究課題

　我が国は、高齢者の占める割合
が全人口の２０％以上を超えてお
り、今後も急速に高齢化が進むと
予想されている。我が国の寝たきり
高齢者の人口が福祉先進国（デン
マーク・スウエーデン）よりも圧倒
的に多く、高齢の介護者が高齢の
被介護者を介護するという介護負
担の増大が深刻な社会問題となっ
ている。寝たきり状態になると生活
の大半をベッド上で過ごすために
排泄物臭や体臭などの悪臭が発生
し、病院や高齢者施設内では悪臭
が問題視されている。また、寝たき

り高齢者は体重による圧迫が特定
部位に長時間加わるために褥瘡

（床ずれ）や皮膚疾患が現れ、それ
らの対策が必要とされている。本
研究は悪臭と皮膚疾患に焦点を置
き、消臭抗菌抗アレルギー繊維を
用いてこれらの問題を解決するこ
とを目的とした。
　まず、悪臭に対しては、病室内
の温度、湿度、換気量および風速
をシミュレーションした環境を作り、
消臭性繊維の悪臭の対する消臭
効果を調べた。人間の皮膚には表
皮ブドウ球菌や黄色ブドウ球菌な

どが常在菌として存在し、その中
でも黄色ブドウ球菌が悪臭の発生
や皮膚のかゆみなどに密接に関
係することがわかっている。次に、
消臭抗菌抗アレルギー繊維の黄
色ブドウ球菌に対する抗菌性を調
べ、優れた抗菌効果があることが
わかった。これらの結果をもとに、
消臭抗菌抗アレルギー繊維が高齢
者やアレルギー性皮膚炎患者の皮
膚にどのような効果を与えるか調
べているところである。

集団的尊敬による集団間紛争解決過程の解明
研究課題

　戦争や民族紛争といった集団間
紛争は、社会心理学において比較
的古いテーマです。その中でも対立
相手のイメージを改善する事によっ
て競争的・対立的態度を好転させ
て紛争を解決するというアプロー
チはこれまで大きな成果を挙げて
きました。しかし実際には対立して
きた相手のイメージを好転させると
いうのは様々な努力が必要であり、
それが集団間の和解の障碍となっ
ていました。
　そこで本申請課題では外集団に
対する和解的態度を自発的に生じ
させる心理過程として、「自集団が

尊敬されている」という認知の影響
を検討しました。これは他者からの
尊敬は人間の基本的欲求であるた
め、人々はそれを自発的に求め、そ
れに対して拒否反応を示すことは
ないだろうと予測したためです。質
問紙を用いて3年間で全国規模の
調査は3回、大学生を対象とした予
備調査を数回行いました。それらの
調査において一貫して見られた結果
は、対立集団からの尊敬はその集
団に対する「温かさ」特性認知を強
め、それを介して紛争行為に対する
罪悪感と羞恥心を強め、最終的に
は対立集団に対する謝罪と補償へ

の支持的態度を強めるというもの
でした。この結果は尊敬されてい
るという感覚によって相手に対す
る認知を「間接的に」変化させ、そ
れが和解的態度を強化するとい
う、当初の予測を支持するもので
した。今後は国際比較を通じてこ
の心理過程の普遍性を検討しつ
つ、実験室実験も用いて尊敬が生
む「安心感」の影響についても検
討する予定です。

地方青年結社における「文」の実践に関する社会史研究
研究課題

　1880～90年代の地方青年結社
で書かれた文章は、多様なジャンル
にまたがっている。これらのテクス
トは、和・漢・欧の文脈を交差させ
ながら、新たな文章を生み出しつつ
あり、その総体を本研究では「文」
と仮に呼ぶ。本研究は地方青年結
社で行われていた「文」をめぐる多
様な社会的実践を検討すること
で、1900年前後に顕著となる地方
文学青年の活動を地方における多
様な社会的実践の一部として再認
識する基盤を構築することを目的
とした。
　研究に当たって①地方青年の

「文」をめぐる活動を分析できる資
料の発掘と収集、②国民的な「文」
の平準化に直面した地方青年結社
の言語的実践活動の分析、③地方
青年の「文」を出版の主軸に据えた
東京の群小出版社の分析、という
軸を設定し、地方所在資料の探索
やデータベースの作成を中心に研
究を行った。
　本研究によって、以下の成果を
発表した。「明治期地方文学資料
の翻刻と解題（一）－福島県喜多
方市「文学攻究会」資料・『愛菫遺
稿』上－」（『大妻女子大学紀要－文
系－』48号、2016年）、「同（二）」（同

49号、2017年）は、地方青年結社
の具体的な活動を示す資料として
文章回覧誌および活動資料を発
掘し、一部を翻刻した。福島県山
間部の青年達による貴重な活動
記録は今後も引き続き調査研究を
要する資料である。また、青年達の
主要なコミュニケーション手段の
一つであった文語体書簡文が構
築する共同性について「「青年」の
連帯の失効－国木田独歩「おとづ
れ」と「青年」の手紙－」（『大妻国
文』48号、2017年）で検討した。
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研究代表者　伊藤 正直
大妻女子大学　学長
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H27-H29

研究代表者　藤村 考
所属　　　社会情報学部　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H26-H29

研究代表者　團野 哲也
所属　　　家政学部　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H27-H29

ユーザーにフレンドリーな高精度３次元ファッション・デザインシステムの開発
研究課題

　衣服はヒトが長年にわたり獲得し
てきた装置系、制度系と言ってよく、
その意味では衣服を文明と呼んで
差し支えない。健康で快適な衣生活
を送ることは人類の永遠のテーマ
であって、ヒトは風土や生活様式に
あった衣生活を営んできた。一方で
超高齢社会に突入した日本では、た
とえば高齢者の日々の装いは重要
な課題である。なぜなら広い意味
での被服は、生活者の心理に深く
入り込み、喜怒哀楽の感情だけで
はなく、内分泌等の生理学的作用
にも影響を及ぼすことが知られてい
る。年齢とともにヒトの体型は変化
し、個人差も大きくなっているので、

現時点の自分にピッタリした服を安
価に手に入れることが、社会的にも
求められている。
  本研究課題では、以上のような社
会の要請に応えるために、生活者
が簡単な操作で自分に合った服を
オーダーできるような総合的システ
ムの構築をめざして、ファッション・
デザインシステムを開発している。
本研究課題で具体的に取り扱って
いるのは、女性のスカートである。こ
れまで得られた成果としては、タイ
トスカートからフレアスカートへの
自動型紙展開が可能なソフトウェア
を開発した。また、素材や体形、フレ
ア量をパラメータとして実際に縫製

したスカートの三次元位置計測か
ら、幾何学的特長量を数学的に抽
出してその比較を行い、生活者の
感性用語との対応を検討した。さ
らに、実際に縫製したスカートから
抽出した、素材、体形、型紙の情報
をコンピュータの仮想空間に再現
して、シルエットの計算結果と実際
のスカートのシルエットとの比較を
行っている。

属性付きグラフのレスポンシブ可視化の研究
研究課題

　ネット上に蓄積されている膨大な
データの多くは、テーブル型の構造
ではなく、多様性を持つネットワー
ク型のデータ構造を有している。属
性付きグラフとは、このようなネット
ワーク構造のデータで、ネットワー
クのノードとエッジに対して、さらに
多数の属性が付与されたデータモ
デルである。本研究はこのような属
性付きグラフの生成過程のダイナミ
クスを可視化するものであり、H28
年度末までにCypherVis3Dと呼ぶ
可視化ツールを開発した。本ツール
は、可視化のターゲットとしている
属性付きグラフにはできるだけ制約

を設けずに、汎用的なツールとなる
ように開発してきた。この汎用性を
実現するため、属性付きグラフを格
納するデータベースとして、近年、急
速に普及が進んでいるグラフデータ
ベースNeo4jを利用し、可視化対象
のデータを一旦Neo4jに格納し、そ
こから可視化対象のサブグラフを
抽出して可視化するアーキテクチャ
を採用した。Neo4jではCypherと呼
ぶ、データベースに格納された大規
模なグラフから、ノードやエッジの
抽出条件を指定するクエリ言語を
備えている。このアプローチにより
Cypherでサブグラフのエッジの抽

出順序を指定することで、様々な
観点からエッジやノードの発生のダ
イナミクスをアニメーションとして
表現することが可能になった。これ
までパナマ文書やオープンソース
コミュニティのGitHubのリポジトリ
の可視化などに適用し、Webサイト
やYouTubeなどでその可視化結果
を見られるようにした。今後は、よ
り様々なコンテンツの可視化にご
活用いただけるように、本ソフト
ウェアを整備していく予定である。

研究代表者　城殿 智行
所属　　　比較文化学部
種目　　　挑戦的萌芽研究
研究期間　H26-H28

　あらゆる媒体に膨大な死の表象
が流通する近代において、人は単
に臨床医学の限界で物理的に死
ぬだけでなく、むしろそうした死の
表象を情報として散漫に消費する
ことで、実際には己の死そのもの
からだけは目をそらして生き、やが
ては決して直視しえなかった己の
死という個別性自体をも、統計学
的な知見に基づく臨床医学に譲り
渡して、死んでいく。現在一般化し
たそのような生と死のあり方こそ、
近代における死の表象の生産と流
通がもたらす避けがたい効果とし
て、知的に分析されるべきではな
いか。

　1970年代以降に臨床の場で端
緒についた死生学においても、い
まだに表象分析の観点は不十分で
あるため、日本近代文学および映
画が死をどのように表象し、時代に
応じていかにそのイメージを変質
させていったのか、同時代の欧米
並びにアジアにおいて生産された
表象との差異として歴史的に把握
することにより、近代社会において
消費される死の表象の意味を、明
らかにしうると考えた。
　方法的には、ハイデガー以後の
実存主義およびアリエス以後の歴
史的なイメージ分析を踏まえた上
で、言語と視覚表象の乖離を前提

として近代を語るフーコーの認識
論と、ラカン派精神分析の批判的
な理解に、研究の基礎をおいた。
その意味で、本研究は、言語と視
覚における、二重化された表象の
不可能性を介して、近代における
超越的な審級のイメージ形成を対
象化する試みであった。研究成果
として、日本近代における主体と
視覚の国家的な編成を従来にな
い形で論じ、より政治的・歴史的
な観点にもとづく表象分析の必要
性を導いた。

欧米並びにアジアとの比較を介した日本近代文学及び映画における死の表象の再構築
研究課題

　1970年代以降の金融危機対策
において主要国の国際政策協調
が大きな役割を果たしてきたこと
は、よく知られています。1970年代
初頭の国際通貨危機の際には、
G10、G10Dのなかで、アメリカと
ヨーロッパ諸国が激しく対立し、そ
のなかからIMFC20やG5が生ま
れました。また、1982年の中南米
危機や1997年のアジア通貨危機
に際しては、IMFや米財務省を中
心にいわゆるワシントン・コンセン
サスが形成されました。さらに、
2008年のリーマンショックに際し
てはそれまでのG7に代わってG20

やFSBが創出されました。これら
の政策や組織が果たした機能と
役割については、IMFやその他の
国際金融組織が発表してきたいく
つかの報告書や論文、国際金融論
や国際政治学の研究者の多くの
論文によって、その内容はほぼ知
られています。しかし、こうした国
際政策協調の前段階であり、前提
とな った 1 9 6 0 年 代 の G 1 0 や
OECD/WP3、BISの果たしてきた
役割については、その内実は現在
でもほとんど知られていません。本
研究は、最近ようやく公開が始まっ
たOECD/WP3の一次資料、BIS

のG10関連資料、米NAのG10 関
係資料などにより、この過程を明
らかにしようとするもので す 。
2015年度のパリOECD調査、シン
ガポール金融庁調査、2016年度の
バーゼルBIS調査などの海外調
査、BIS他海外研究者との協同も
順調に進んでおり、発掘資料の公
開や研究の取りまとめに順次入り
たいと考えています。

1960年代のG10とOECD/WP3
研究課題
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研究代表者　伊藤 正直
大妻女子大学　学長
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H27-H29

研究代表者　藤村 考
所属　　　社会情報学部　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H26-H29

研究代表者　團野 哲也
所属　　　家政学部　
種目　　　基盤研究（Ｃ）
研究期間　H27-H29

ユーザーにフレンドリーな高精度３次元ファッション・デザインシステムの開発
研究課題

　衣服はヒトが長年にわたり獲得し
てきた装置系、制度系と言ってよく、
その意味では衣服を文明と呼んで
差し支えない。健康で快適な衣生活
を送ることは人類の永遠のテーマ
であって、ヒトは風土や生活様式に
あった衣生活を営んできた。一方で
超高齢社会に突入した日本では、た
とえば高齢者の日々の装いは重要
な課題である。なぜなら広い意味
での被服は、生活者の心理に深く
入り込み、喜怒哀楽の感情だけで
はなく、内分泌等の生理学的作用
にも影響を及ぼすことが知られてい
る。年齢とともにヒトの体型は変化
し、個人差も大きくなっているので、

現時点の自分にピッタリした服を安
価に手に入れることが、社会的にも
求められている。
  本研究課題では、以上のような社
会の要請に応えるために、生活者
が簡単な操作で自分に合った服を
オーダーできるような総合的システ
ムの構築をめざして、ファッション・
デザインシステムを開発している。
本研究課題で具体的に取り扱って
いるのは、女性のスカートである。こ
れまで得られた成果としては、タイ
トスカートからフレアスカートへの
自動型紙展開が可能なソフトウェア
を開発した。また、素材や体形、フレ
ア量をパラメータとして実際に縫製

したスカートの三次元位置計測か
ら、幾何学的特長量を数学的に抽
出してその比較を行い、生活者の
感性用語との対応を検討した。さ
らに、実際に縫製したスカートから
抽出した、素材、体形、型紙の情報
をコンピュータの仮想空間に再現
して、シルエットの計算結果と実際
のスカートのシルエットとの比較を
行っている。

属性付きグラフのレスポンシブ可視化の研究
研究課題

　ネット上に蓄積されている膨大な
データの多くは、テーブル型の構造
ではなく、多様性を持つネットワー
ク型のデータ構造を有している。属
性付きグラフとは、このようなネット
ワーク構造のデータで、ネットワー
クのノードとエッジに対して、さらに
多数の属性が付与されたデータモ
デルである。本研究はこのような属
性付きグラフの生成過程のダイナミ
クスを可視化するものであり、H28
年度末までにCypherVis3Dと呼ぶ
可視化ツールを開発した。本ツール
は、可視化のターゲットとしている
属性付きグラフにはできるだけ制約

を設けずに、汎用的なツールとなる
ように開発してきた。この汎用性を
実現するため、属性付きグラフを格
納するデータベースとして、近年、急
速に普及が進んでいるグラフデータ
ベースNeo4jを利用し、可視化対象
のデータを一旦Neo4jに格納し、そ
こから可視化対象のサブグラフを
抽出して可視化するアーキテクチャ
を採用した。Neo4jではCypherと呼
ぶ、データベースに格納された大規
模なグラフから、ノードやエッジの
抽出条件を指定するクエリ言語を
備えている。このアプローチにより
Cypherでサブグラフのエッジの抽

出順序を指定することで、様々な
観点からエッジやノードの発生のダ
イナミクスをアニメーションとして
表現することが可能になった。これ
までパナマ文書やオープンソース
コミュニティのGitHubのリポジトリ
の可視化などに適用し、Webサイト
やYouTubeなどでその可視化結果
を見られるようにした。今後は、よ
り様々なコンテンツの可視化にご
活用いただけるように、本ソフト
ウェアを整備していく予定である。

研究代表者　城殿 智行
所属　　　比較文化学部
種目　　　挑戦的萌芽研究
研究期間　H26-H28

　あらゆる媒体に膨大な死の表象
が流通する近代において、人は単
に臨床医学の限界で物理的に死
ぬだけでなく、むしろそうした死の
表象を情報として散漫に消費する
ことで、実際には己の死そのもの
からだけは目をそらして生き、やが
ては決して直視しえなかった己の
死という個別性自体をも、統計学
的な知見に基づく臨床医学に譲り
渡して、死んでいく。現在一般化し
たそのような生と死のあり方こそ、
近代における死の表象の生産と流
通がもたらす避けがたい効果とし
て、知的に分析されるべきではな
いか。

　1970年代以降に臨床の場で端
緒についた死生学においても、い
まだに表象分析の観点は不十分で
あるため、日本近代文学および映
画が死をどのように表象し、時代に
応じていかにそのイメージを変質
させていったのか、同時代の欧米
並びにアジアにおいて生産された
表象との差異として歴史的に把握
することにより、近代社会において
消費される死の表象の意味を、明
らかにしうると考えた。
　方法的には、ハイデガー以後の
実存主義およびアリエス以後の歴
史的なイメージ分析を踏まえた上
で、言語と視覚表象の乖離を前提

として近代を語るフーコーの認識
論と、ラカン派精神分析の批判的
な理解に、研究の基礎をおいた。
その意味で、本研究は、言語と視
覚における、二重化された表象の
不可能性を介して、近代における
超越的な審級のイメージ形成を対
象化する試みであった。研究成果
として、日本近代における主体と
視覚の国家的な編成を従来にな
い形で論じ、より政治的・歴史的
な観点にもとづく表象分析の必要
性を導いた。

欧米並びにアジアとの比較を介した日本近代文学及び映画における死の表象の再構築
研究課題

　1970年代以降の金融危機対策
において主要国の国際政策協調
が大きな役割を果たしてきたこと
は、よく知られています。1970年代
初頭の国際通貨危機の際には、
G10、G10Dのなかで、アメリカと
ヨーロッパ諸国が激しく対立し、そ
のなかからIMFC20やG5が生ま
れました。また、1982年の中南米
危機や1997年のアジア通貨危機
に際しては、IMFや米財務省を中
心にいわゆるワシントン・コンセン
サスが形成されました。さらに、
2008年のリーマンショックに際し
てはそれまでのG7に代わってG20

やFSBが創出されました。これら
の政策や組織が果たした機能と
役割については、IMFやその他の
国際金融組織が発表してきたいく
つかの報告書や論文、国際金融論
や国際政治学の研究者の多くの
論文によって、その内容はほぼ知
られています。しかし、こうした国
際政策協調の前段階であり、前提
とな った 1 9 6 0 年 代 の G 1 0 や
OECD/WP3、BISの果たしてきた
役割については、その内実は現在
でもほとんど知られていません。本
研究は、最近ようやく公開が始まっ
たOECD/WP3の一次資料、BIS

のG10関連資料、米NAのG10 関
係資料などにより、この過程を明
らかにしようとするもので す 。
2015年度のパリOECD調査、シン
ガポール金融庁調査、2016年度の
バーゼルBIS調査などの海外調
査、BIS他海外研究者との協同も
順調に進んでおり、発掘資料の公
開や研究の取りまとめに順次入り
たいと考えています。

1960年代のG10とOECD/WP3
研究課題
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研究代表者　古川 敏明
所属　　　文学部　
種目　　　若手研究（Ｂ）
研究期間　H25-H28

研究代表者　牧野 智和
所属　　　人間関係学部　
種目　　　若手研究（Ｂ）
研究期間　H26-H28

少年犯罪の社会問題化とその収束に関する社会学的研究
研究課題

　1997年に発生した神戸・連続児
童殺傷事件を皮切りに、いくつもの
少年事件が社会の耳目を集め、少
年法の改正といったリアクション
や、治安意識の悪化に影響を及ぼ
してきました。当時多く語られた

「心の闇」という言葉は、もはや惰
性的に用いられている感もありま
すが、2010年代中頃になっても不
可解な少年事件の枕詞として用い
られ続けています。治安意識もか
つてほどではないにせよ、未だ悪
印象を持つ人々が多い傾向にあり
ます。実はこの20年間、少年犯罪
は統計的に改善傾向にあるのです
が、そうした動向は一般的には看

取されず、認識枠組という点では
私たちの社会は少年犯罪をめぐる

「失われた20年」の最中に未だ居
続けているといえます。
　こうした状況を踏まえ、本研究
課題では第一に、神戸事件報道の
再検証を通して、この社会がこの
20年来保持している少年犯罪へ
の認識枠組がいかにして成り立っ
てきたのかを考察してきました。第
二に、メディア上では2010年代にな
り、少年事件の報道量がかつてよ
りも減少しているのですが、そのよ
うな減少がなぜ起こったのかにつ
いても考察してきました。後者につ
いて分かりやすいところを紹介す

ると、2011年の東日本大震災によ
る社会面の占有が報道量の縮小
と関係しているのですが、これは
ある事象への社会的注目は、震災
に限られない同時代的な事象の
なかで相対的に決定されるという
ことを示しています。ある事象は
本質主義的に認識されるべきでは
なく、他でもありえた可能性に多く
の場合開かれているということ。
このような本研究の知見は、メディ
ア・リテラシーの涵養に貢献する
ものと考えています。

ハワイ語ラジオ番組の相互行為分析
研究課題

　言語学の分野では、消滅の危機
に瀕する言語の記述・保存を行うと
ともに、言語理論とも関連付けて論
じることが課題となっている。本研
究は危機言語であり、言語再活性化
の成功例として知られるハワイ語に
関し、調査の進んでいない学校教育
以外の場面、特にマスメディアにお
けるハワイ語使用について、相互行
為研究の視点から調査することを目
指した。
　ハワイ語は他の危機言語と比べ、
膨大な言語資料を有する。その最た
るものが、1972年から1988年にかけ
て全417回放送されたラジオ番組Ka 
Leo Hawai ‘ i（ハワイの声）の音声

データである。同番組は年配の話者
をゲストとして招き、先住民の言語
文化の記録・保存を目的としていた。
　本研究の主な成果は以下のとおり
である。
①番組に関する情報を整理・集約
し、出演者の出生地、言語的影響を
受けた場所など、番組の全容をまと
めた論文を発表した。
②ハワイ先住民文化を専門とする研
究協力者数名の助力を得て、28回分

（約31時間）の音声データを文字化
した。
③Ka Leo Hawai‘iの元パーソナリ
ティであり、現在、ハワイ大学ヒロ校
の研究者であるラリー・カウアノエ・

キムラ氏との共同プロジェクトとし
て、文字化したデータの公開を進め
ている。
④ハワイ語を含む多言語な言語実
践に関し、会話中の言語選択およ
び切り替え、物語の協働的構築、地
理的話題の効果と帰結に着目して
相互行為分析を行った。
　今後は、上記の研究課題を継続
しつつ、年配の話者をゲストに迎え
ることが困難になった1990年から
の番組第2期において、当時の若者
たちを中心とする第2言語としての
ハワイ語使用に着目した調査を実
施する予定である。

投稿無料 随時募集 字数制限なし投稿資格制限なし 原著論文・短報は査読あり

オンラインジャーナル『人間生活文化研究：International Journal of Human Culture Studies』

本誌では「人間の生活と文化」に関わる研究論文の投稿を随時募集し、これまでに約180編
の論文を掲載してきました。トピックは、被服学、食物学、児童学、ライフデザイン学、日本文
学、英文学、コミュニケーション文化学、社会情報学、人間関係学、人間福祉学、比較文化学
など広範囲に渡ります。
最新号では掲載論文中、半数近くが本学外からの投稿によるものでした。
以下、一覧をご参照ください。

【ご案内】本誌「原著論文」「短報」のピア・レビューについて
査読付きの論文（原著論文、短報）の投稿時に投稿者は査読者3～5名を推薦できます。
但し、同一研究室の研究者や師弟関係にあたる研究者などの利害関係者を除きます。推薦
された査読者は査読者選定の参考にします。
投稿についてはこちら↓をご覧ください。
＞＞ http://journal.otsuma.ac.jp/

No.27（2017） 掲載論文一覧

論　　題
衣服設計用着衣モデル生成のための基礎研究 ―身頃部分の検討―
運動様式の異なる一過性運動が中年女性の気分に及ぼす影響
―ボクシングとヨガを取り入れた運動プログラムの場合―

著　　者
土肥 麻佐子（短期大学部）

早川 洋子（東京国際大学）ほか

▶ 原著論文

論　　題
食餌性肥満モデルマウスにおける肝臓脂質蓄積および軽度炎症に及ぼすロイシンとバリンの効果

著　　者
工藤 陽香（大学院）ほか

▶ 短　報

論　　題
長編アニメーション映画『崖の上のポニョ』の構造分析 ― 2編の小さな異郷訪問譚の接合 ―

著　　者

▶ 報　告

Fluorescence imaging-based analysis of the mitochondrial permeability transition pore opening
in cardiomyocyte-derived H9c2 cells
多様化する社会において大学の果たす役割を考える ―個性を重視した高等教育の実現に向けて―
青年期から中年期の成人における犬の飼育状況と健康関連QOLとの関係
― 犬の主たる飼育者とペットの非飼育者の比較 ―
The transfer of hairdressing skills and techniques
―The necessity of technical guidance for hairdressing instructors―
Management evaluation system for skill assessment
― On the psychological interaction between the “Teaching side” and “Learning side”
in the teaching methodology of hairdressing techniques ―
福祉分野における家政学教育のあり方（第１報） ― 「手づくり」のすすめ ―
美容実習教育担当者に期待される能力
技術系職場・学校における指導方法 ―その現状と問題点・解決方法―
福祉分野における家政学教育のあり方（第２報） ― 生涯学び続ける技能の継承 ―
描く楽しみが広がる「紙アプリ」を用いた教育実践 ―全国の学校の先生との共同の取り組み―
崇徳院の『久安百首』について ―四季部と恋部を中心に―

「情報的な見方・考え方」の枠組みに沿ったモデルカリキュラムと教材の提案
学校の先生と取り組む合理的配慮指針に基づく手作り教材の制作と教育実践
日本からの手紙 ―ハワイ先住民が綴った19世紀末の日本―
栄養士養成課程における献立作成能力に関する研究 第３報 ―学生が作成した献立の実態と課題―
小鹿野歌舞伎における三番叟について（1） ―その歴史的背景をさぐる―
合理的配慮指針に基づく教材と授業手法の開発 ―海外の研究者との共同の取り組み―
短編アニメーション作品『On Your Mark』の裏返し構造 ―宮崎作品にみられる特徴―

「キャリア心理学セミナー」の授業概要と意義 －心理学教育を通した社会人基礎力の育成－
地域連携デジタル・ネットワーキングに関する研究 
―平成28年度の「灰干しがつなぐ被災地連携ネットワーク」の展開―

大喜多 紀明（京都民俗学会）
Iyuki Namekata 
(Toho Universitry) et al.
川合 宏之（流通科学大学）

早川 洋子（東京国際大学）ほか

Seiji Kawano
(Yamano College of Aesthetics) et al.

Seiji Kawano
(Yamano College of Aesthetics) et al.

桐原 美保（人間関係学部）ほか
河野 誠二（山野美容芸術短期大学）
河野 誠二（山野美容芸術短期大学）
桐原 美保（人間関係学部）ほか
生田 茂（社会情報学部）ほか
柏木 由夫（文学部）
本郷 健（社会情報学部）ほか
生田 茂（社会情報学部）ほか
古川 敏明（文学部）
蓮見 美代子（短期大学部）ほか
安倍 希美（北里大学）
生田 茂（社会情報学部）
大喜多 紀明（京都民俗学会）
西河 正行（人間関係学部）ほか

干川 剛史（人間関係学部）

論　　題
外集団尊敬に対する愛着不安傾向の効果

特別支援教育と普通教育の狭間で －キャリア教育と療育－

化学繊維がアレルギー性皮膚炎患者の皮膚に与える影響
中国におけるジオパーク研究の動向に関する一考察

著　　者
熊谷 智博（文学部）

川合 宏之（流通科学大学）

水谷 千代美（家政学部）ほか

肖 錕（北海道大学）

▶ 資　料

（2017年6月30日現在）
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研究代表者　古川 敏明
所属　　　文学部　
種目　　　若手研究（Ｂ）
研究期間　H25-H28

研究代表者　牧野 智和
所属　　　人間関係学部　
種目　　　若手研究（Ｂ）
研究期間　H26-H28

少年犯罪の社会問題化とその収束に関する社会学的研究
研究課題

　1997年に発生した神戸・連続児
童殺傷事件を皮切りに、いくつもの
少年事件が社会の耳目を集め、少
年法の改正といったリアクション
や、治安意識の悪化に影響を及ぼ
してきました。当時多く語られた

「心の闇」という言葉は、もはや惰
性的に用いられている感もありま
すが、2010年代中頃になっても不
可解な少年事件の枕詞として用い
られ続けています。治安意識もか
つてほどではないにせよ、未だ悪
印象を持つ人々が多い傾向にあり
ます。実はこの20年間、少年犯罪
は統計的に改善傾向にあるのです
が、そうした動向は一般的には看

取されず、認識枠組という点では
私たちの社会は少年犯罪をめぐる

「失われた20年」の最中に未だ居
続けているといえます。
　こうした状況を踏まえ、本研究
課題では第一に、神戸事件報道の
再検証を通して、この社会がこの
20年来保持している少年犯罪へ
の認識枠組がいかにして成り立っ
てきたのかを考察してきました。第
二に、メディア上では2010年代にな
り、少年事件の報道量がかつてよ
りも減少しているのですが、そのよ
うな減少がなぜ起こったのかにつ
いても考察してきました。後者につ
いて分かりやすいところを紹介す

ると、2011年の東日本大震災によ
る社会面の占有が報道量の縮小
と関係しているのですが、これは
ある事象への社会的注目は、震災
に限られない同時代的な事象の
なかで相対的に決定されるという
ことを示しています。ある事象は
本質主義的に認識されるべきでは
なく、他でもありえた可能性に多く
の場合開かれているということ。
このような本研究の知見は、メディ
ア・リテラシーの涵養に貢献する
ものと考えています。

ハワイ語ラジオ番組の相互行為分析
研究課題

　言語学の分野では、消滅の危機
に瀕する言語の記述・保存を行うと
ともに、言語理論とも関連付けて論
じることが課題となっている。本研
究は危機言語であり、言語再活性化
の成功例として知られるハワイ語に
関し、調査の進んでいない学校教育
以外の場面、特にマスメディアにお
けるハワイ語使用について、相互行
為研究の視点から調査することを目
指した。
　ハワイ語は他の危機言語と比べ、
膨大な言語資料を有する。その最た
るものが、1972年から1988年にかけ
て全417回放送されたラジオ番組Ka 
Leo Hawai ‘ i（ハワイの声）の音声

データである。同番組は年配の話者
をゲストとして招き、先住民の言語
文化の記録・保存を目的としていた。
　本研究の主な成果は以下のとおり
である。
①番組に関する情報を整理・集約
し、出演者の出生地、言語的影響を
受けた場所など、番組の全容をまと
めた論文を発表した。
②ハワイ先住民文化を専門とする研
究協力者数名の助力を得て、28回分

（約31時間）の音声データを文字化
した。
③Ka Leo Hawai‘iの元パーソナリ
ティであり、現在、ハワイ大学ヒロ校
の研究者であるラリー・カウアノエ・

キムラ氏との共同プロジェクトとし
て、文字化したデータの公開を進め
ている。
④ハワイ語を含む多言語な言語実
践に関し、会話中の言語選択およ
び切り替え、物語の協働的構築、地
理的話題の効果と帰結に着目して
相互行為分析を行った。
　今後は、上記の研究課題を継続
しつつ、年配の話者をゲストに迎え
ることが困難になった1990年から
の番組第2期において、当時の若者
たちを中心とする第2言語としての
ハワイ語使用に着目した調査を実
施する予定である。

投稿無料 随時募集 字数制限なし投稿資格制限なし 原著論文・短報は査読あり

オンラインジャーナル『人間生活文化研究：International Journal of Human Culture Studies』

本誌では「人間の生活と文化」に関わる研究論文の投稿を随時募集し、これまでに約180編
の論文を掲載してきました。トピックは、被服学、食物学、児童学、ライフデザイン学、日本文
学、英文学、コミュニケーション文化学、社会情報学、人間関係学、人間福祉学、比較文化学
など広範囲に渡ります。
最新号では掲載論文中、半数近くが本学外からの投稿によるものでした。
以下、一覧をご参照ください。

【ご案内】本誌「原著論文」「短報」のピア・レビューについて
査読付きの論文（原著論文、短報）の投稿時に投稿者は査読者3～5名を推薦できます。
但し、同一研究室の研究者や師弟関係にあたる研究者などの利害関係者を除きます。推薦
された査読者は査読者選定の参考にします。
投稿についてはこちら↓をご覧ください。
＞＞ http://journal.otsuma.ac.jp/

No.27（2017） 掲載論文一覧

論　　題
衣服設計用着衣モデル生成のための基礎研究 ―身頃部分の検討―
運動様式の異なる一過性運動が中年女性の気分に及ぼす影響
―ボクシングとヨガを取り入れた運動プログラムの場合―

著　　者
土肥 麻佐子（短期大学部）

早川 洋子（東京国際大学）ほか

▶ 原著論文

論　　題
食餌性肥満モデルマウスにおける肝臓脂質蓄積および軽度炎症に及ぼすロイシンとバリンの効果

著　　者
工藤 陽香（大学院）ほか

▶ 短　報

論　　題
長編アニメーション映画『崖の上のポニョ』の構造分析 ― 2編の小さな異郷訪問譚の接合 ―

著　　者

▶ 報　告

Fluorescence imaging-based analysis of the mitochondrial permeability transition pore opening
in cardiomyocyte-derived H9c2 cells
多様化する社会において大学の果たす役割を考える ―個性を重視した高等教育の実現に向けて―
青年期から中年期の成人における犬の飼育状況と健康関連QOLとの関係
― 犬の主たる飼育者とペットの非飼育者の比較 ―
The transfer of hairdressing skills and techniques
―The necessity of technical guidance for hairdressing instructors―
Management evaluation system for skill assessment
― On the psychological interaction between the “Teaching side” and “Learning side”
in the teaching methodology of hairdressing techniques ―
福祉分野における家政学教育のあり方（第１報） ― 「手づくり」のすすめ ―
美容実習教育担当者に期待される能力
技術系職場・学校における指導方法 ―その現状と問題点・解決方法―
福祉分野における家政学教育のあり方（第２報） ― 生涯学び続ける技能の継承 ―
描く楽しみが広がる「紙アプリ」を用いた教育実践 ―全国の学校の先生との共同の取り組み―
崇徳院の『久安百首』について ―四季部と恋部を中心に―

「情報的な見方・考え方」の枠組みに沿ったモデルカリキュラムと教材の提案
学校の先生と取り組む合理的配慮指針に基づく手作り教材の制作と教育実践
日本からの手紙 ―ハワイ先住民が綴った19世紀末の日本―
栄養士養成課程における献立作成能力に関する研究 第３報 ―学生が作成した献立の実態と課題―
小鹿野歌舞伎における三番叟について（1） ―その歴史的背景をさぐる―
合理的配慮指針に基づく教材と授業手法の開発 ―海外の研究者との共同の取り組み―
短編アニメーション作品『On Your Mark』の裏返し構造 ―宮崎作品にみられる特徴―

「キャリア心理学セミナー」の授業概要と意義 －心理学教育を通した社会人基礎力の育成－
地域連携デジタル・ネットワーキングに関する研究 
―平成28年度の「灰干しがつなぐ被災地連携ネットワーク」の展開―

大喜多 紀明（京都民俗学会）
Iyuki Namekata 
(Toho Universitry) et al.
川合 宏之（流通科学大学）

早川 洋子（東京国際大学）ほか

Seiji Kawano
(Yamano College of Aesthetics) et al.

Seiji Kawano
(Yamano College of Aesthetics) et al.

桐原 美保（人間関係学部）ほか
河野 誠二（山野美容芸術短期大学）
河野 誠二（山野美容芸術短期大学）
桐原 美保（人間関係学部）ほか
生田 茂（社会情報学部）ほか
柏木 由夫（文学部）
本郷 健（社会情報学部）ほか
生田 茂（社会情報学部）ほか
古川 敏明（文学部）
蓮見 美代子（短期大学部）ほか
安倍 希美（北里大学）
生田 茂（社会情報学部）
大喜多 紀明（京都民俗学会）
西河 正行（人間関係学部）ほか

干川 剛史（人間関係学部）

論　　題
外集団尊敬に対する愛着不安傾向の効果

特別支援教育と普通教育の狭間で －キャリア教育と療育－

化学繊維がアレルギー性皮膚炎患者の皮膚に与える影響
中国におけるジオパーク研究の動向に関する一考察

著　　者
熊谷 智博（文学部）

川合 宏之（流通科学大学）

水谷 千代美（家政学部）ほか

肖 錕（北海道大学）

▶ 資　料

（2017年6月30日現在）
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େࢠঁ࠺େֶ　ઓུతݸ人研究අ

大ࢠঁ࠺大学教һの研究活動の活性化ߴ・ ౓化、ڝ૪的外部資ۚへのԠ募ଅ進を目的とした助成੍౓です。助成
の対象は、本学の専೚教һによるݸ人研究。ฏ成26年に৽ઃされ、人間生活文化研究所は本学૯຿άϧープと協
働して؅理・ӡӦに当たっています。

ॴ　ଐ 研究課題

ॴ　ଐ 研究課題

家政学部

家政学部

社会情報学部

家政学部

家政学部

国際センター

人間関係学部

比較文化学部

人間関係学部

文学部

家政学部

文学部

比較文化学部

文学部

家政学部

家政学部

文学部

文学部

家政学部

家政学部

短期大学部

短期大学部

比較文化学部

家政学部

人間関係学部

人間関係学部

国際センター

短期大学部

人間関係学部

人間関係学部

文学部

人間関係学部

キャリア教育センター

家政学部

社会情報学部

人間関係学部

ӳޠ教育研究ॴ

家政学部

家政学部

短期大学部

家政学部

発߬଎度の異なる食෺繊維成分がラットの௎಺ەࡉ૓および௎಺代ँ࢈෺に及ぼす影響

ೕ༮ࣇの保育Ԃ生׆における「発ୡݧܦ」の検討ᴷ育みたいࢿ質・能力の視点からᴷ

合理的配慮指針に基づく教材と授業手法の開発ᴷ国಺外の学校の先生との共同の取り組みᴷ

Nature of Science を理解する小中学校理科୯ݩ展開の開発研究

高等教育におけるオープンίースウΤアの効果

カリϒ海におけるന人性の構ஙɿバルバυスとトリニμーυの比較研究

意֬ࢥೝがࠔ೉な特別養ޢ࿝人ϗーム入ډ者のストレス೺Ѳとআڈに関する研究

&Uに対する歴史的制度主義アプローν࠶考ɿࢢ場౷合における౷合ɺఀ ଺ɺ࠶౷合

ポールウΥーキングを用いたา行能力のվળ

文学とਤ૾学からϔラクレスとしてのルイ1�世の意ຯを解明する

アメリカ・ポートランυにおけるライϑスタイルܗ成と地域ίミュニςΟに関する研究

βンϏア都ࢢスラムにおけるब学લ教育の普及と質の向上に関する研究ᴷ௿学අࢲ立༮ஓԂの୆಄に着໨してK

と௒ӽのද৅を主題とする比較文化研究の基൫੔උࢮ

集団間ฆ૪解決における第三者の影響に関する社会心理学研究

྘地保全׆動の心理的ŋ生理的な効用

青年期タイ人の食ࣄධՁに関する研究

対߅的هԱのトランスナショナルな接続に向けて

୆࿷૯ಜ෎におけるݴ࿦౷制ᴷ୆࿷日日৽報を通してK

アスリートにおけるෲ部#IA（bioelectrical impedance analysis）法による಺臓脂๱໘積と食習׳ɺ生׆習׳との関係

ࣗด症スペクトラムࣇと養育者の関係性の発ୡを支えるオープンμイアローグの検討

アイデンςΟςΟと食教育

3NAのࡉ๔質಺ہ在化に関ΘるҼ子の୳ࡧ

໤主義ϑランスにおけるスタール夫人と政࣏的リϕラリζムɿ19世紀ίミュナルリϕラリζムܒ

๔΁の脂๱蓄積に栄養状態が及ぼす影響ࡉے֨ࠎ

ボーイスカウトにおける教育効果に関する研究2

հޢ支援ઐ໳һに対するスーパーバイβー養成プログラムに関する研究

ૉ質教育と国民性֨の関係に見える日中文化のਂ૚

Nod ϑΝクター系Ҩ఻子の発現の解析

グラϑデータϕースを用いたհޢ業຿のモデル化の検討

カウンセラーのհ入のҧいによるカウンセリング効果のҧいに関する実ݧŋ実践研究

ハワイޠ৽ฉのݴઆ分析

地域連携デジタルŋネットワーキングに関する研究

青ߐɹ誠一࿠

Ѩ部ɹ࿨子

生田ɹ茂

ੴҪɹխ޾

川ɹ博ࢢ

ҏ藤ɹみͪる

Ҫ上ɹम一

Ҫ上ɹ३

上野ɹ༏子

ӿ本ɹܙ子

大西ɹ一໵

௡ɹົ子ڵ

৓఼ɹ智行

熊谷ɹ智博

ؽ野ɹߕ

小ྛɹ実Ն

ຯᔹɹయ࢚ޒ

里見ɹᡨ

小࣏ɹ健ଠ࿠

高ڮɹΏ͏子

ɹϢリアڮ∁

஛಺ɹ஌子

෢田ɹ千Ն

田中ɹ௚子

田中ɹ༏

୮野ɹᚸ紀子

᪅ɹ方೚

手࿊಺ɹ৳之

平野ɹو大

福ౡɹ఩夫

古川ɹ敏明

干川ɹ剛史

研究課題
学習をՄ視化するeラーニングシスςムの開発

主ମ的な学びのための࣋続的デβインシスςムᴷ明࣏期におけるυレスの構成と๓੡ᴷ

Ծ૝現実(73)技術を用いた三࣍ݩC(教育におけるۭ間ೝࣝ力のௐࠪと育成

正課外教育における大学生のਫ਼ਆ的不దԠに対する༧๷グループのࢼみᴷ同޷会組৫の׆用を通してK

大学でのӳޠ教育におけるクリςΟカル・シンキング力を育成するための研究

女性؅理栄養士が༗するキャリア発ୡ上の課題

実習における学生の学びの実態と特別な支援をඞ要とする子Ͳ΋たͪ΁の指導に関する検討

ӳ文学系授業における学म成果のՄ視化について

小学校教職課程の基൫とする学校ମ׆ݧ動の意義とその設ஔ・運Ӧの在り方

˙ 研究һ研究ॿ੒

研究課題
ҏ藤ɹ޾ዳ

大西ɹཽ子

ஙؘɹ香੅

田ɹ里࿨ށ

中西ɹ७

ਔ科ɹ܆

༄಺ɹࢤ৫

౾ೕೕەࢎ発߬෺のώトհ入ݧࢼによる௎಺ەࡉ૓の解析ならびに代ँ࢈෺のଌఆ

食෺繊維に෋むԭೄ࢈ݝ食෺の୳ࡧと成分解析ならびにػ能性

஡にؚ·れる食෺繊維のػ能性について

健康ण໋のԆ৳とキャリア教育の関連

ネパールにおけるϕジタリアンの子Ͳ΋の発育発ୡに関する研究

「ब職ණ河期世代」の฼਌たͪの๊えるࠔ೉とニーζ

ఱ΀ら衣に関する研究

人間生活文化研究ॴ 研究අॿ੒ۀࣄ

人間生活文化研究所では、大ࢠঁ࠺大学の教৬һ、大学Ӄ生、研究һを対象に、さま͟ まな研究අ助成੍౓をઃけています。

ॴ　ଐ 研究課題
家政学部

家政学部

国際センター

家政学部

家政学部

家政学部

家政学部

博෺ؗ

家政学部

家政学部

ӳޠ教育研究ॴ

社会情報学部

家政学部

社会情報学部

人間関係学部

文学部

家政学部

青ߐɹ誠一࿠

ੴҪɹխ޾

ҏ藤ɹみͪる

上ਿɹ࠻世

大໢ɹ美代子

大西ɹ一໵

小ྛɹ実Ն

∁֞ɹ佐࿨子

田中ɹ௚子

中川ɹ麻子

服部ɹ޹඙

谷ɹՆ実ࡉ

ງ場ɹ愛ٷ

本郷ɹ健

本田ɹप二

দଜɹ茂थ

水谷ɹ千代美

֤छ食෺繊維ݯをઁ取したマウスの௎಺ەࡉ代ँ࢈෺に関する研究

子Ͳ΋に問題発見力を育てる指導法の基礎的な研究―小学校理科の教科ॻ分析を基にして―

『͝΋くめし』のཹ学生༠கのための効果的な広報ઓུπールとしてのՄ能性

学ಐ期小ࣇにおける運動ث発ୡと食ࣄ・生׆状況の関連

能美に特化した身ো者と健ৗ者が共༗で͖る服の開発研究ᶘػ

日本におけるライϑスタイルܗ成とίミュニςΟスペースに関するྫࣄ研究

青年女性の主؍的・؍٬的ຫ性ർ࿑のධՁ

大࠺ਫ਼ਆの継承と۩現―ฉ͖取りௐࠪを通͡大࠺の教え・学びを୳るɹ2―

脂๱ణとミトίンυリアのܗ態ม化からみる脂๱ࡉ๔の健康度ɿϑローαイトメトリーによる解析

女性がબ޷するアメニςΟۭ間と家۩に関する研究（�）

高大を連携したӳޠ教育における࿦理的ࢥ考力育成に関する研究

「海育」の取り組みɿ「おڕカーυ」による海育と食育のίラボレーション

女子大学生がշదに過ͤ͝るキャンパスデβインの研究（2）

プログラミングの学習が೴のม化に与える影響の基礎的研究

日本の大学における教育カリキュラムのମ系化―心理学分野に着໨して―

アジアଠ平洋地域における学生の職業બ୒に関する૯合的研究

հޢषの分析とニオイのײ性的ධՁ

平成29年度 採択課題 （17件）

平成29年度 採択課題 （7件）

平成29年度 採択課題（37件）

平成29年度 学長要望課題「大学教育の改善に関する研究」（9件）

ಉ研究ϓϩジΣΫτڞ ˙
学಺における研究者間ަྲྀのଅ進、৽たな研究課題の発۷、ڝ૪的外部資ۚへのԠ募ଅ進を目的とす
る助成੍౓です。助成の対象は、本学の専೚教৬һを代表者とする共同研究。ҟ分野の研究者で構成
されるこのプロジェクトでは、ฏ成20年౓からこれまでに200以上の研究課題が਱行されてきました。

本研究所研究һのڝ૪的外部資ۚへのԠ募をଅ進することを目的とした助成੍౓です。この੍౓は、ฏ成26年౓よりڝ
૪的研究අとして再出発しました。

Ҫ上ɹढ़໵

大໢ɹ美代子

అɹߐ美子

西河ɹ正行

服部ɹ޹඙

඙ࡔɹྩ子

久෋ɹ陽子

෢藤ɹ఩࿠

໼野ɹ博之

ॴ　ଐࢯ　໊

໊　ࢯ

໊　ࢯ

໊　ࢯ

໊　ࢯ

ງߐɹ正一

本田ɹप二

দଜɹ茂थ

দ本ɹெ子

৿Ԭɹम一

家政学部

人間関係学部

文学部

社会情報学部

文学部

%-ɼL-アミϊࢎඍྔ分析法の構ஙと発߬食品中の実態ௐࠪ

世代間ɼ文化間比較による༑人関係の特徴に関する実ূ的研究

ণ੽と日本人士ޖ

東日本大਒災ޙの住୐෮ڵにおけるډ住支援とίミュニςΟܗ成に関する研究

ϰΟΰπキーの文化ŋ歴史的理࿦とロシアのิॆ教育
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େࢠঁ࠺େֶ　ઓུతݸ人研究අ

大ࢠঁ࠺大学教һの研究活動の活性化ߴ・ ౓化、ڝ૪的外部資ۚへのԠ募ଅ進を目的とした助成੍౓です。助成
の対象は、本学の専೚教һによるݸ人研究。ฏ成26年に৽ઃされ、人間生活文化研究所は本学૯຿άϧープと協
働して؅理・ӡӦに当たっています。

ॴ　ଐ 研究課題

ॴ　ଐ 研究課題

家政学部

家政学部

社会情報学部

家政学部

家政学部

国際センター

人間関係学部

比較文化学部

人間関係学部

文学部

家政学部

文学部

比較文化学部

文学部

家政学部

家政学部

文学部

文学部

家政学部

家政学部

短期大学部

短期大学部

比較文化学部

家政学部

人間関係学部

人間関係学部

国際センター

短期大学部

人間関係学部

人間関係学部

文学部

人間関係学部

キャリア教育センター

家政学部

社会情報学部

人間関係学部

ӳޠ教育研究ॴ

家政学部

家政学部

短期大学部

家政学部

発߬଎度の異なる食෺繊維成分がラットの௎಺ەࡉ૓および௎಺代ँ࢈෺に及ぼす影響

ೕ༮ࣇの保育Ԃ生׆における「発ୡݧܦ」の検討ᴷ育みたいࢿ質・能力の視点からᴷ

合理的配慮指針に基づく教材と授業手法の開発ᴷ国಺外の学校の先生との共同の取り組みᴷ

Nature of Science を理解する小中学校理科୯ݩ展開の開発研究

高等教育におけるオープンίースウΤアの効果

カリϒ海におけるന人性の構ஙɿバルバυスとトリニμーυの比較研究

意֬ࢥೝがࠔ೉な特別養ޢ࿝人ϗーム入ډ者のストレス೺Ѳとআڈに関する研究

&Uに対する歴史的制度主義アプローν࠶考ɿࢢ場౷合における౷合ɺఀ ଺ɺ࠶౷合

ポールウΥーキングを用いたา行能力のվળ

文学とਤ૾学からϔラクレスとしてのルイ1�世の意ຯを解明する

アメリカ・ポートランυにおけるライϑスタイルܗ成と地域ίミュニςΟに関する研究

βンϏア都ࢢスラムにおけるब学લ教育の普及と質の向上に関する研究ᴷ௿学අࢲ立༮ஓԂの୆಄に着໨してK

と௒ӽのද৅を主題とする比較文化研究の基൫੔උࢮ

集団間ฆ૪解決における第三者の影響に関する社会心理学研究

྘地保全׆動の心理的ŋ生理的な効用

青年期タイ人の食ࣄධՁに関する研究

対߅的هԱのトランスナショナルな接続に向けて

୆࿷૯ಜ෎におけるݴ࿦౷制ᴷ୆࿷日日৽報を通してK

アスリートにおけるෲ部#IA（bioelectrical impedance analysis）法による಺臓脂๱໘積と食習׳ɺ生׆習׳との関係

ࣗด症スペクトラムࣇと養育者の関係性の発ୡを支えるオープンμイアローグの検討

アイデンςΟςΟと食教育

3NAのࡉ๔質಺ہ在化に関ΘるҼ子の୳ࡧ

໤主義ϑランスにおけるスタール夫人と政࣏的リϕラリζムɿ19世紀ίミュナルリϕラリζムܒ

๔΁の脂๱蓄積に栄養状態が及ぼす影響ࡉے֨ࠎ

ボーイスカウトにおける教育効果に関する研究2

հޢ支援ઐ໳һに対するスーパーバイβー養成プログラムに関する研究

ૉ質教育と国民性֨の関係に見える日中文化のਂ૚

Nod ϑΝクター系Ҩ఻子の発現の解析

グラϑデータϕースを用いたհޢ業຿のモデル化の検討

カウンセラーのհ入のҧいによるカウンセリング効果のҧいに関する実ݧŋ実践研究

ハワイޠ৽ฉのݴઆ分析

地域連携デジタルŋネットワーキングに関する研究

青ߐɹ誠一࿠

Ѩ部ɹ࿨子

生田ɹ茂

ੴҪɹխ޾

川ɹ博ࢢ

ҏ藤ɹみͪる

Ҫ上ɹम一

Ҫ上ɹ३

上野ɹ༏子

ӿ本ɹܙ子

大西ɹ一໵

௡ɹົ子ڵ

৓఼ɹ智行

熊谷ɹ智博

ؽ野ɹߕ

小ྛɹ実Ն

ຯᔹɹయ࢚ޒ

里見ɹᡨ

小࣏ɹ健ଠ࿠

高ڮɹΏ͏子

ɹϢリアڮ∁

஛಺ɹ஌子

෢田ɹ千Ն

田中ɹ௚子

田中ɹ༏

୮野ɹᚸ紀子

᪅ɹ方೚

手࿊಺ɹ৳之

平野ɹو大

福ౡɹ఩夫

古川ɹ敏明

干川ɹ剛史

研究課題
学習をՄ視化するeラーニングシスςムの開発

主ମ的な学びのための࣋続的デβインシスςムᴷ明࣏期におけるυレスの構成と๓੡ᴷ

Ծ૝現実(73)技術を用いた三࣍ݩC(教育におけるۭ間ೝࣝ力のௐࠪと育成

正課外教育における大学生のਫ਼ਆ的不దԠに対する༧๷グループのࢼみᴷ同޷会組৫の׆用を通してK

大学でのӳޠ教育におけるクリςΟカル・シンキング力を育成するための研究

女性؅理栄養士が༗するキャリア発ୡ上の課題

実習における学生の学びの実態と特別な支援をඞ要とする子Ͳ΋たͪ΁の指導に関する検討

ӳ文学系授業における学म成果のՄ視化について

小学校教職課程の基൫とする学校ମ׆ݧ動の意義とその設ஔ・運Ӧの在り方

˙ 研究һ研究ॿ੒

研究課題
ҏ藤ɹ޾ዳ

大西ɹཽ子

ஙؘɹ香੅

田ɹ里࿨ށ

中西ɹ७

ਔ科ɹ܆

༄಺ɹࢤ৫

౾ೕೕەࢎ発߬෺のώトհ入ݧࢼによる௎಺ەࡉ૓の解析ならびに代ँ࢈෺のଌఆ

食෺繊維に෋むԭೄ࢈ݝ食෺の୳ࡧと成分解析ならびにػ能性

஡にؚ·れる食෺繊維のػ能性について

健康ण໋のԆ৳とキャリア教育の関連

ネパールにおけるϕジタリアンの子Ͳ΋の発育発ୡに関する研究

「ब職ණ河期世代」の฼਌たͪの๊えるࠔ೉とニーζ

ఱ΀ら衣に関する研究

人間生活文化研究ॴ 研究අॿ੒ۀࣄ

人間生活文化研究所では、大ࢠঁ࠺大学の教৬һ、大学Ӄ生、研究һを対象に、さま͟ まな研究අ助成੍౓をઃけています。

ॴ　ଐ 研究課題
家政学部

家政学部

国際センター

家政学部

家政学部

家政学部

家政学部

博෺ؗ

家政学部

家政学部

ӳޠ教育研究ॴ

社会情報学部

家政学部

社会情報学部

人間関係学部

文学部

家政学部

青ߐɹ誠一࿠

ੴҪɹխ޾

ҏ藤ɹみͪる

上ਿɹ࠻世

大໢ɹ美代子

大西ɹ一໵

小ྛɹ実Ն

∁֞ɹ佐࿨子

田中ɹ௚子

中川ɹ麻子

服部ɹ޹඙

谷ɹՆ実ࡉ

ງ場ɹ愛ٷ

本郷ɹ健

本田ɹप二

দଜɹ茂थ

水谷ɹ千代美

֤छ食෺繊維ݯをઁ取したマウスの௎಺ەࡉ代ँ࢈෺に関する研究

子Ͳ΋に問題発見力を育てる指導法の基礎的な研究―小学校理科の教科ॻ分析を基にして―

『͝΋くめし』のཹ学生༠கのための効果的な広報ઓུπールとしてのՄ能性

学ಐ期小ࣇにおける運動ث発ୡと食ࣄ・生׆状況の関連

能美に特化した身ো者と健ৗ者が共༗で͖る服の開発研究ᶘػ

日本におけるライϑスタイルܗ成とίミュニςΟスペースに関するྫࣄ研究

青年女性の主؍的・؍٬的ຫ性ർ࿑のධՁ

大࠺ਫ਼ਆの継承と۩現―ฉ͖取りௐࠪを通͡大࠺の教え・学びを୳るɹ2―

脂๱ణとミトίンυリアのܗ態ม化からみる脂๱ࡉ๔の健康度ɿϑローαイトメトリーによる解析

女性がબ޷するアメニςΟۭ間と家۩に関する研究（�）

高大を連携したӳޠ教育における࿦理的ࢥ考力育成に関する研究

「海育」の取り組みɿ「おڕカーυ」による海育と食育のίラボレーション

女子大学生がշదに過ͤ͝るキャンパスデβインの研究（2）

プログラミングの学習が೴のม化に与える影響の基礎的研究

日本の大学における教育カリキュラムのମ系化―心理学分野に着໨して―

アジアଠ平洋地域における学生の職業બ୒に関する૯合的研究

հޢषの分析とニオイのײ性的ධՁ

平成29年度 採択課題 （17件）

平成29年度 採択課題 （7件）

平成29年度 採択課題（37件）

平成29年度 学長要望課題「大学教育の改善に関する研究」（9件）

ಉ研究ϓϩジΣΫτڞ ˙
学಺における研究者間ަྲྀのଅ進、৽たな研究課題の発۷、ڝ૪的外部資ۚへのԠ募ଅ進を目的とす
る助成੍౓です。助成の対象は、本学の専೚教৬һを代表者とする共同研究。ҟ分野の研究者で構成
されるこのプロジェクトでは、ฏ成20年౓からこれまでに200以上の研究課題が਱行されてきました。

本研究所研究һのڝ૪的外部資ۚへのԠ募をଅ進することを目的とした助成੍౓です。この੍౓は、ฏ成26年౓よりڝ
૪的研究අとして再出発しました。

Ҫ上ɹढ़໵

大໢ɹ美代子

అɹߐ美子

西河ɹ正行

服部ɹ޹඙

඙ࡔɹྩ子

久෋ɹ陽子

෢藤ɹ఩࿠

໼野ɹ博之

ॴ　ଐࢯ　໊

໊　ࢯ

໊　ࢯ

໊　ࢯ

໊　ࢯ

ງߐɹ正一

本田ɹप二

দଜɹ茂थ

দ本ɹெ子

৿Ԭɹम一

家政学部

人間関係学部

文学部

社会情報学部

文学部

%-ɼL-アミϊࢎඍྔ分析法の構ஙと発߬食品中の実態ௐࠪ

世代間ɼ文化間比較による༑人関係の特徴に関する実ূ的研究

ণ੽と日本人士ޖ

東日本大਒災ޙの住୐෮ڵにおけるډ住支援とίミュニςΟܗ成に関する研究

ϰΟΰπキーの文化ŋ歴史的理࿦とロシアのิॆ教育
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αラμɾϘ΢ル͔ΒϝルςΟンάɾϙοτ΁

αラμ・Ϙウϧからメϧティンά・ϙットへ
協ۀاࢍ
ۀԉ事ࢧ૪的外部資ۚの֫得ڝ
Պ研අ࠾択課題を紹介します
ฏ成29年౓あらたに人間生活文化研究所の特ผ研究һとなったํ々
日本学ज़ৼڵ会 Պ学研究අ助成事ۀ ฏ成29年౓࠾択課題
ަ・学ज़研究・協力ࡍࠃ ྲྀ事ۀ
オンラインジϟーナϧh 人間生活文化研究ɿ
*OUeSOaUioOaM +oVSOaM oG HVNaO $VMUVSe 4UVEieTʱ
大ࢠঁ࠺大学 ઓུ的ݸ人研究අ
人間生活文化研究所 研究අ助成事ۀ
お知らせ
人間生活文化研究所 研究අ助成事ۀ関連 カϨンμー 2017
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協 賛 企 業 人間生活文化研究所の事ۀは、多くのۀاのօ༷からごࢧԉいただいています。

　大ࢠঁ࠺大学の人間生活文化
研究所ウェϒ・ϖージをΈると、

「所௕からのメッηージ」を読むこ
とができる。メッηージは、؆ܿに
研究所の現在の໾ׂを紹介してお
り、2008年をڥに、研究所が、それ
までのࣗવՊ学中心から、「生活
の学」全Ҭにスコープを広͛たこ
と、また、研究所の事ۀも、研究そ
れࣗମの推進から、それを継続し
つつ༷々な研究αϙート活動へと
ల開を਱͛たことがわかる。そこ
で、研究所が出しているオンライン
ジϟーナϧh 人間生活文化研究ʱ
/o�26 	2016年
にアクηスしてΈ
た。658ทという大部のもので、ݪ
ஶ論文12、報37ࠂ、資料10がࡌܝ
されている。ݪஶ論文も報ࠂも資
料も、すべて、人文Պ学、社会Պ
学、ࣗ વՊ学のྖҬに広がってお

り、メッηージ通り、「生活の学」全
般に、研究対象が֦大している。
また、投稿ݪ稿も、本学の教һの
Έならず、かなりの数の学外研究
者がࣥචしており、本学における
研究の社会的広がりを認識させる
ものとなっている。
　大学教һは、֤ 人がそれͧれ専
門のྖҬを持っている。そして、専
門のྖҬには、それͧれ学会とい
う組৫があり、֤ 人の専門研究は、
その学会で発表され、論文として
やعされて認知を受ける。কࡌܝ
囲ޟのੈքほどの「།֨社会」で
はないといえ、研究者は、ここを主
ઓ場として、日々、ݫしいڝ૪に௚
面する。研究は、それࣗମの಺在
的論理にͮجいてࣗݾల開してい
くଆ面、いいかえれ͹ニーζではな
くシーζにͮجいてల開していく

ଆ面があり、ある意ຯでは、ด࠯
的構଄を持っている。これは研究
にとってඞવ的なものであるが、
これだけではパラμイム・νェンジ
はなかなか起きない。その場合に
ඞཁとなるのは、ҟ物のࠞೖであ
る。研究所は、実に多༷な研究ྖ
Ҭをแઁしている。さしあたりは、
αラμ・Ϙウϧかもしれないが、こ
れがメϧティンά・ϙットになれ
͹、৽しい化学ม化が期଴でき
る。研究所が、そうした機能を果
たしてくれることを期଴したい。

લాݐઃࣜגۀ޻ձࣾ
ࣛౡݐઃࣜגձࣾ
ਗ਼ਫݐઃࣜגձࣾ
μイμンࣜגձࣾ
ߦҪॅ༑ۜࡾձࣾࣜג
޻ձࣾ۝ిࣜג

ձࣾࣜג੡ύン࡚ࢁ
ձࣾオンϫーυϗールσΟンάεࣜג
ձࣾࣜגඛ஍ॴࡾ
ॴ࡞ձࣾԬଜ੡ࣜג
෋࢜θϩοΫεࣜגձࣾ
ӽҏ੎୮ϓϩύςΟɾσβインࡾձࣾࣜג

ΩϢーϐーࣜגձࣾ
౦ژέーλϦンάࣜגձࣾ
ߦձࣾ಺ా༸ࣜג
S.#C೔ࣜג݊ূڵձࣾ
ձࣾதଜ԰ࣜג

͓஌Βͤ

ʪେࢠঁ࠺େֶ人間生活文化研究ॴʫ

▶ χϡーζϨλーͷ࠷৽߸͓ΑͼόοΫナンόー͸ϗーϜϖージΑΓ͝覧͍͚ͨͩ·͢ɻ （ॱ不同、2017年6݄30日現在）

େ
࠺
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13日
発

行

大࠺学Ӄ 理事௕
大ࢠঁ࠺大学 学௕

ҏ౻　ਖ਼௚

ʹʯۀࣄଃ資料ൖૹدձʮڠେֶਤॻཱؗࢲ ˙ ୒͞Ε·ͨ͠ʂʂ࠾
当研究所では、ミϟンマー連๜共࿨ࠃࠃ立ਤॻؗに対する
資料整උࢧԉ事ۀを行っています。その事ۀの一؀として、
ձڠେֶਤॻཱؗࢲಇͯ͠ڠ年౓ॳめて、ຊֶਤॻؗͱࡢ
ʮدଃࢿྉൖૹۀࣄʯにਃ੥͠、ୈ1ճ、ୈ�ճͱ΋に࠾୒。今
年౓も5݄に同事ۀにਃ੥したところ࠾択され、約660࡭の英
文学ज़研究ਤॻをミϟンマー連๜共࿨ڥࠃࠃ地Ҭ開発民଒
ল民଒大学ਤॻ （ؗ同ࠃ、ザΨイン؅۠）に送りಧける予定です。

˙ େࢠঁ࠺େֶത෺ؗ΁ͷྗڠ

˞ ͜のカレンμーについてのお問い合Θͤ先͸ɺὸ0���27���0�7（千代田キャンパス಺ઢ���0）ですɻ
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7.28 　17:30～19:00
)���ୈ�ճ科研塾
ʢԙ�ઍ୅ాΩϟϯύεʣ
ʲ಺༰ 申r請ͷૅج஌ࣝ

˞申請಺༰ʹؔ͢Δ૬ஊɺઐ໳
ՈʹΑΔ申請ॻͷఴ࡟͸ɺਵ࣌
ड͚෇͚͍ͯ· ɻ͢

10.3 又は 4 　16:30～18:00
)���ୈ�ճ科研塾
ʢԙ�ଟຎΩϟϯύεʣ
ʲ಺༰ 申r請௚લ講座

˞ຊֶεϙʔπϑΣεςΟόϧ
ͷ開催日ʹ߹Θ࣮ͤͯࢪ ·͢͠ ɻ

7.11
)���Նۀٳقલͷ༧ߦࣥࢉ఻ථ౳ͷ研ڀॴड෇క੾ʢ��࣌຦ʣ

11.17
)���「தؒใࠂॻ」ఏग़క੾

11.10
)���ਤॻͷ༧ߦࣥࢉ఻ථͷ
研ڀॴड෇క੾

11.17
)����݄຤·Ͱͷ「ཱྀ費」「ँ
ۚ」ͷ「ܭըॻ」「᜛ٞॻ」ఏग़
క੾

12.14
)���ౙۀٳقલͷ༧ߦࣥࢉ఻ථ౳ͷ研ڀॴड෇క੾ʢ��࣌
຦ɻな͓ɺ「ઃඋඋ඼費」༧ߦࣥࢉ఻ථͷ研ڀॴड෇͸࠷ऴక੾
ͱなΓ·͢ɻʣ

10.25
)���研ڀ੒Ռใࠂక੾
ʢδϟʔφϧ΁ͷ「୹ใ」
ʣߘ౤「ஶ࿦จݪ」

7
　月

�
　月

�
　月

10
　月

11
　月

12
　月
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������ౙۀٳق開࢝

9.11
)���༧ߦࣥࢉ఻ථ౳ͷ研ڀॴड෇࠶開

�����Նۀٳقऴྃ

����Նۀٳق開࢝

ਤॻをدଃする民଒大学ਤॻؗとそのスタッフ

今ळ、大ࢠঁ࠺大学 ത物ؗのฏ成2 9年౓اըల「ੈքと日本のཤきもの
（Ծ）」に人間生活文化研究所が協力します。
当లでは、人間生活文化研究所のલ਎の人間生活Պ学研究所第4代所௕を
຿めた人ྨ学者・ۙ౻࢛࿠先生ʤ1918 -20 03ʥがऩ集したཤきものඪ本を含
む100数点がల示されます。
会期ɿ10݄25日ʙ12݄3日（予定）
主࠵ɿ大ࢠঁ࠺大学ത物 （ؗ東ژ౎ઍ代ా۠ࡾ番ொ7-8、 5eM 03-5275-5739）

˞ ͜のニューζレター͸ɺ全国の大学・大学院ɺا業研究ॴɺ研究ॿ成
ɹ 団ମɺެ׭ிなͲの関係ػ関にɺおよそ1
900部発ૹしɺ配෇してい·すɻ
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